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?
論
説
?
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
｜
?
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
一
?１
）
提
案
｜
?
笹
川
敏
彦
第
一
章
は
じ
め
に
⑴
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
と
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
イ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（socie?te?
europe?enne,E
uropean C
om
pany,Societas E
uropaea;
Ｓ
Ｅ
）
法
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
?
）
一
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
目
次
第
一
章
は
じ
め
に
第
二
章
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
関
す
る
提
案
第
三
章
超
国
家
的
な
再
編
に
関
す
る
提
案
第
四
章
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
定
款
自
治
に
関
す
る
提
案
第
五
章
お
わ
り
に
★目次２段目字詰め多いのは修正指示★
月
八
日
に
成
立
し
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日
に
施
行
さ
?２
）?３
）
れ
た
。
同
法
は
、
と
も
に
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
八
条
（
旧
二
三
五
条
）
を
根
拠
と
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
理
事
会
?４
）
規
則
」（
以
下
、
Ｓ
Ｅ
規
則
と
い
う
）
な
ら
び
に
「
労
働
者
関
与
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
補
完
す
る
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
理
事
会
?５
）
指
令
」（
以
下
、
労
働
者
関
与
指
令
と
い
う
）
か
ら
構
成
さ
?６
）?７
）
れ
る
。
ロ
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
パ
ス
カ
ル
・
ク
レ
マ
ン
（P
ascal C
le?m
ent
）
司
法
大
臣
（
当
時
）
か
ら
の
委
託
を
?８
）
受
け
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
ノ
エ
ル
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
（N
oe?lle L
enoir
）
元
欧
州
問
題
担
当
大
臣
（
元
憲
法
評
議
院
構
成
員
、
破
毀
院
付
弁
護
士
）
に
よ
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
ま
た
は
Ｓ
Ｅ
｜
?
企
業
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
権
の
た
め
に
?９
）?10
）
｜
?」（
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
本
報
告
書
」
ま
た
は
「
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
」
と
い
う
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
二
〇
〇
八
年
の
下
半
期
に
、
フ
ラ
ン
ス
が
欧
州
理
事
会
の
議
長
国
の
任
期
に
あ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
?11
）
つ
つ
、
す
で
に
設
立
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
経
験
を
手
が
か
り
と
し
て
、Ｓ
Ｅ
規
則
の
改
正
に
関
す
る
議
論
を
開
始
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
?12
）
い
る
。
本
報
告
書
の
構
成
は
、
全
五
章
に
分
か
れ
る
。
第
一
章
「
超
国
家
法
の
独
創
的
な
方
法
」（L
a voie originale du droit tran-
snational
）
に
お
い
て
は
、
共
同
体
法
上
の
法
人
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
独
自
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
。
第
二
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
と
は
何
か
」（Q
u’est-ce que la SE
?
）
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
設
立
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
つ
い
て
、
そ
の
設
立
の
方
法
・
機
関
・
会
社
の
移
動
に
関
し
分
析
さ
れ
る
。
第
三
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
社
会
モ
デ
ル
と
税
制
の
中
立
性
」（M
ode?le social
 
et neutralite?
fiscale de la SE
）
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
お
け
る
労
働
者
参
加
の
問
題
、
お
よ
び
同
会
社
に
お
け
る
税
制
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
。
第
四
章「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
選
択
し
た
企
業
の
最
初
の
経
験
」（P
rem
ie?re expe?riences ve?cues
 
par les entreprises ayant choisi le statut de SE
）
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
そ
の
他
の
加
盟
国
の
企
業
お
よ
び
関
連
団
体
に
対
す
る
調
査
を
も
と
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
利
用
状
況
（
二
〇
〇
七
年
三
月
時
点
）
に
つ
い
て
総
括
が
行
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
?
）
二
二
ア
リ
ア
ン
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（A
llianz SE
）、
エ
ル
コ
テ
ッ
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（E
lcoteq SE
）、
ス
ト
ラ
バ
ッ
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（Strabag SE
）
の
事
例
が
重
点
的
に
取
上
げ
ら
れ
る
。
第
五
章
「
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
の
提
案
」（P
ropositions pour une
 
nouvelle e?tape
）に
お
い
て
は
、
本
報
告
書
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
も
と
づ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
が
提
案
さ
れ
る
（
こ
の
他
に
、
序
論
・
結
論
・
付
録
が
あ
る
）。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
第
五
章
に
記
さ
れ
た
同
会
社
法
の
改
正
案
を
取
上
げ
る
。
⑵
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
最
近
の
利
用
状
況
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
受
容
イ
次
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
利
用
状
況
を
見
た
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
数
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
の
施
行
以
来
、
着
実
に
増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
?13
）
お
り
、
二
〇
一
〇
年
九
月
一
日
現
在
で
、
六
二
二
社
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
設
立
さ
れ
て
?14
）
い
る
。
代
表
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
挙
げ
る
と
、
前
述
の
ア
リ
ア
ン
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（
ド
イ
ツ
・
保
険
）、
エ
ル
コ
テ
ッ
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
通
信
関
連
機
器
）
お
よ
び
ス
ト
ラ
バ
ッ
ク
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
建
設
）
の
ほ
か
に
、
ベ
ー
ア
ー
エ
ス
エ
フ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（B
A
SF SE
（
ド
イ
ツ
・
化
学
））、
イ
ヴ
・
サ
ン＝
ロ
ー
ラ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（Y
ves Saint-L
aurent
（
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
））、
ポ
ル
シ
ェ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（P
orsche SE
（
ド
イ
ツ
・
自
動
車
））、
ス
コ
ー
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（SC
O
R SE
（
フ
ラ
ン
ス
・
再
保
険
））、
ユ
ニ
ベ
ー
ル＝
ロ
ダ
ム
コ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（U
nibail-R
odam
co SE
（
フ
ラ
ン
ス
・
商
業
用
不
動
産
））
等
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、と
り
わ
け
チ
ェ
コ
お
よ
び
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
大
部
分
は
、ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
（coquille vide
）
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
法
律
事
務
所
が
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
設
立
し
、
こ
れ
を
販
売
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
は
、
右
の
現
象
を
病
的
な
兆
候
（signe path-
ologique
）
と
し
て
で
は
な
く
、
斬
新
な
法
制
度
を
前
に
し
て
の
様
子
見
の
姿
勢
（posture d’attentism
e
）
で
あ
る
と
考
?15
）
え
る
。
こ
れ
?
）
三
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
に
対
し
、
ド
イ
ツ
の
学
説
の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
そ
の
登
録
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
一
二
条
二
項
お
よ
び
三
項
の
解
釈
か
ら
、
労
働
者
が
参
加
す
る
こ
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
登
録
す
る
際
に
必
要
な
前
提
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
?16
）
あ
る
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
は
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
状
況
に
つ
い
て
、
一
九
九
四
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
へ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（socie?te?
par
 
actions sim
plifie?e
、
簡
易
株
式
組
織
?17
）
会
社
）
が
導
入
さ
れ
た
当
時
の
懐
疑
論
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
?18
）
す
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
現
在
、
そ
の
導
入
時
の
懐
疑
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
企
業
が
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
大
変
好
ん
で
利
用
す
る
と
い
う
状
況
に
?19
）
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
よ
る
と
、
多
く
の
企
業
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
第
一
歩
を
慎
重
に
見
守
っ
て
い
る
と
す
る
。
同
会
社
は
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
や
や
出
遅
れ
気
味
で
あ
る
が
、
長
期
的
に
は
、
よ
り
多
く
の
関
心
を
惹
き
つ
け
る
も
の
と
な
り
う
る
と
さ
れ
る
。
ロ
な
お
、
二
〇
〇
一
年
に
成
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
数
多
く
の
事
項
を
各
加
盟
国
の
法
制
に
委
ね
て
お
り
（
Ｓ
Ｅ
規
則
九
条
?20
）
一
項
）、一
九
七
〇
年
案
お
よ
び
一
九
七
五
年
修
正
案
が
同
法
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
全
て
の
側
面
を
規
定
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
と
は
異
な
り
、
も
は
や
純
粋
な
超
国
家
的
な
制
度
と
は
い
え
な
?21
）い
。
具
体
的
に
は
、
同
規
則
は
、
各
加
盟
国
の
法
制
に
対
し
、
六
五
項
目
の
事
項
を
委
任
し
、
ま
た
三
二
項
目
の
選
択
肢
を
与
え
て
?22
）
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
各
加
盟
国
は
、
同
規
則
お
よ
び
労
働
者
関
与
指
令
を
導
入
す
る
た
め
に
、
そ
の
国
家
法
制
を
改
正
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
ま
ず
「
信
頼
お
よ
び
経
済
の
現
代
化
の
た
め
の
二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日
法
律
第
二
〇
〇
五
｜
八
四
?23
）
二
号
」
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
導
入
さ
れ
た
。
同
法
律
の
一
一
条
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
を
フ
ラ
ン
ス
法
へ
導
入
す
る
た
め
に
商
法
典（
同
Ｌ
二
二
九
?一
条
｜
Ｌ
二
二
九
?一
五
条
お
よ
び
Ｌ
二
四
四
?
五
条
）
を
補
完
し
、
ま
た
同
じ
く
労
働
者
関
与
指
令
を
同
法
へ
導
入
す
る
た
め
に
労
働
法
典
（
同
Ｌ
二
三
五
一
?一
条
｜
Ｌ
二
三
五
三
?三
二
条
）
を
補
完
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
二
〇
〇
六
年
四
月
一
四
日
デ
ク
レ
第
二
〇
〇
六
｜
四
四
?24
）
八
号
」
お
よ
?
）
四
四
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
び
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
お
け
る
労
働
者
の
関
与
に
関
し
、
労
働
法
典
を
改
正
す
る
二
〇
〇
六
年
一
一
月
九
日
デ
ク
レ
第
二
〇
〇
六
｜
一
三
六
?25
）
〇
号
」
が
公
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
商
法
典
（
同
Ｒ
二
二
九
?一
条
｜
Ｒ
二
二
九
?二
六
条
）
お
よ
び
労
働
法
典
（
同
Ｄ
二
三
五
一
?一
条
｜
Ｒ
二
三
五
四
?一
条
）
の
な
か
に
規
定
を
整
備
し
て
?26
）
い
る
。
⑶
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
イ
本
稿
の
対
象
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
六
九
条
が
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
﹇
Ｓ
Ｅ
規
則
六
九
条
﹈
本
規
則
の
施
行
か
ら
遅
く
と
も
五
年
後
に
、
欧
州
委
員
会
は
、
欧
州
理
事
会
お
よ
び
欧
州
議
会
に
対
し
て
、
本
規
則
の
適
用
に
関
す
る
報
告
書
お
よ
び
必
要
な
場
合
は
改
正
案
を
提
出
す
る
。
当
該
報
告
書
は
、
と
り
わ
け
次
の
事
項
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
⒜
そ
の
経
営
管
理
の
中
心
（adm
inistration centre
）
と
定
款
上
の
住
所
（sie?ge statutaire
）
を
異
な
る
加
盟
国
に
有
す
る
こ
と
を
Ｓ
Ｅ
に
つ
い
て
認
め
る
こ
と
。
⒝
一
七
条
二
項
所
定
の
合
併
の
定
義
を
、78 /855 /C
E
E
?27
）
指
令
三
条
一
項
お
よ
び
同
指
令
四
条
一
項
に
お
い
て
定
義
さ
れ
る
以
外
の
合
併
類
型
を
も
包
含
す
る
た
め
に
、
拡
大
す
る
こ
と
。
⒞
一
九
六
八
年
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
な
か
に
挿
入
さ
れ
う
る
す
べ
て
の
条
項
、
ま
た
は
加
盟
国
も
し
く
は
欧
州
理
事
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
右
条
約
を
代
置
す
る
す
べ
て
の
法
文
に
鑑
み
て
、
八
条
一
六
項
所
定
の
管
轄
ル
ー
ル
を
改
正
す
る
こ
と
。
⒟
本
規
則
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
限
に
従
い
、
ま
た
は
本
規
則
の
Ｓ
Ｅ
に
対
す
る
実
際
の
適
用
を
担
保
す
る
た
め
に
加
盟
国
が
採
択
し
た
法
制
に
お
い
て
、当
該
法
制
に
違
反
し
ま
た
は
こ
れ
を
補
充
す
る
旨
の
条
項
を
、た
と
え
か
か
る
種
類
の
条
項
が
当
該
加
盟
国
に
会
社
住
所
を
有
す
る
株
式
会
社
の
定
款
に
お
い
て
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
Ｓ
Ｅ
の
定
款
に
挿
入
す
る
こ
と
を
当
該
加
盟
国
に
対
し
て
認
め
る
こ
と
。
?
）
五
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
ロこ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｅ
規
則
六
九
条
は
、
欧
州
委
員
会
に
対
し
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
に
同
規
則
の
適
用
状
況
に
関
す
る
報
告
書
お
よ
び
必
要
な
場
合
は
そ
の
改
正
案
を
作
成
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
（
も
っ
と
も
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
お
よ
び
改
正
案
は
、
本
稿
脱
稿
日
（
二
〇
一
〇
年
九
月
三
〇
日
）
現
在
公
表
さ
れ
て
い
な
い
）。
同
規
則
は
、
そ
の
成
立
の
時
か
ら
、
将
来
の
改
正
を
予
定
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
条
は
当
該
報
告
書
に
お
い
て
、
こ
れ
に
加
え
、
と
く
に
次
の
四
点
に
つ
き
検
討
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
右
で
引
用
し
た
同
条
の
規
定
を
敷
衍
す
れ
ば
、
①「
事
実
上
の
住
所
」（sie?ge re?el
）
の
理
論
を
廃
止
し
、「
定
款
上
の
住
所
」
（sie?ge statutaire
）
の
理
論
を
採
用
す
る
か
否
か
（
Ｓ
Ｅ
規
則
六
九
条
?28
）
ａ
号
）、
②
合
併
の
定
義
を
Ｓ
Ｅ
規
則
が
定
め
る
合
併
類
型
以
外
の
類
型
に
ま
で
拡
大
す
る
か
否
か（
同
ｂ
号
）、
③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
他
の
加
盟
国
へ
移
転
す
る
と
き
に
、
そ
の
移
転
後
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
が
、
移
転
前
に
生
じ
た
係
争
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
移
転
前
の
設
立
国
の
裁
判
所
に
対
し
そ
の
管
轄
権
を
与
え
る
ル
ー
ル（
Ｓ
Ｅ
規
則
八
条
一
六
項
）を
改
正
す
る
か
否
か（
同
?29
）
ｃ
号
）、④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
自
治
を
拡
大
す
る
機
会
を
認
め
る
か
否
か（
同
?30
）
ｄ
号
）
に
つ
い
て
で
?31
）
あ
る
。
ハ
本
報
告
書
は
、
右
の
Ｓ
Ｅ
規
則
六
九
条
の
要
請
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
そ
の
他
の
項
目
も
加
え
、
次
の
八
項
目
に
関
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
関
す
る
提
案
、
②
超
国
家
的
な
再
編
に
関
す
る
提
案
、
③
会
社
住
所
の
移
転
に
関
す
る
?32
）
提
案
、
④
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
定
款
自
治
に
関
す
る
提
案
、
⑤
会
社
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
登
記
簿
の
創
設
に
関
す
る
?33
）
提
案
、⑥
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
税
制
に
関
す
る
?34
）
提
案
、⑦
国
際
私
法
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
創
設
に
関
す
る
?35
）
提
案
、
⑧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
改
正
に
関
す
る
?36
）
提
案
で
あ
る
。
ニ
以
下
、
本
稿
は
、
右
の
提
案
の
う
ち
、
会
社
法
に
直
接
関
連
す
る
も
の
を
中
心
に
、
①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
関
す
る
提
案
（
第
二
章
）、
②
超
国
家
的
な
再
編
に
関
す
る
提
案
（
第
三
章
）、
④
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
定
款
自
治
に
関
す
る
提
案
（
第
四
章
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
に
関
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
提
案
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
?
）
六
六
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
と
し
て
?37
）
い
る
。
本
稿
の
特
色
と
し
て
は
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
わ
が
国
で
は
、
こ
の
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
の
存
在
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
?38
）
の
の
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
て
紹
介
す
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
本
報
告
書
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
提
案
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
提
案
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
提
案
が
実
際
の
改
正
作
業
の
な
か
で
ど
の
程
度
実
現
さ
れ
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い（
現
在
、
欧
州
委
員
会
に
よ
り
報
告
書
お
よ
び
提
案
が
作
成
中
で
?39
）
あ
る
）。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｕ
の
会
社
立
法
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
貢
献
を
考
え
る
と
、
そ
の
提
案
は
決
し
て
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
?40
）
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
作
業
の
今
後
の
展
開
を
予
測
す
る
上
で
、
本
報
告
書
に
よ
る
提
案
は
、
一
定
の
重
み
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
第
二
の
特
色
は
、
こ
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
提
案
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
注
?１
）
本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
二
月
一
三
日
、
北
海
道
大
学
民
事
法
研
究
会
に
お
い
て
報
告
し
た
原
稿
に
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
会
の
当
日
、
貴
重
な
ご
指
導
・
ご
質
問
を
賜
っ
た
、
北
海
道
大
学
の
大
塚
龍
児
名
誉
教
授
（
北
海
学
園
大
学
教
授
）、
林
教
授
、
藤
原
正
則
教
授
、
町
村
泰
貴
教
授
、
嶋
拓
哉
教
授
、
得
津
晶
准
教
授
、
川
村
力
准
教
授
な
ら
び
に
小
樽
商
科
大
学
の
南
健
悟
准
教
授
を
は
じ
め
、
当
日
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
同
年
三
月
一
八
日
に
は
、
札
幌
学
院
大
学
法
学
会
に
お
い
て
も
同
様
の
報
告
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
当
日
、
同
じ
く
貴
重
な
ご
指
導
・
ご
質
問
を
賜
っ
た
、
札
幌
学
院
大
学
法
学
部
の
吉
川
日
出
男
教
授
、
小
杉
伸
次
教
授
、
伊
藤
雅
康
教
授
、
嶋
田
佳
広
准
教
授
な
ら
び
に
佐
藤
陽
子
講
師
を
は
じ
め
、
当
日
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
の
記
述
等
の
誤
り
は
、
す
べ
て
筆
者
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
?２
）
本
稿
に
お
い
て
は
、
次
の
外
国
語
文
献
を
参
照
し
た
。
⒜
単
行
本
と
し
て
は
、Jacques-L
ouis C
olom
bani et M
arc F
avero,L
a socie?te?
europe?enne,
2002,
p.1 et suiv.,
K
laus J.
H
opt,
M
ichel M
enjucq,
et E
ddy W
ym
eersch
(sous la direction de),
L
a socie?te?
?
）
七
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
europe?enne:
oraganisation juridique et fiscale,
inte?re?ts,
perspectives,2003,p.1 et suiv.,E
rik W
erlauff,SE
｜T
he L
aw of the
 
E
uropean C
om
pany,translated by Steven H
arris,2003,p.39 et suiv.,M
ichel M
enjucq,D
roit international et europe?en des
 
socie?te?s,2?
e?dition,2008,p.201 et suiv.,A
nne C
harve?riat,A
lain C
ouret,B
runo Zabala et B
arthe?lem
y M
ercadal,M
e?m
ento
 
Pratique,
Socie?te?s C
om
m
erciales 2009
,
2008,
n°31100 et suiv.,
p.1599 et suiv.,
M
ichel M
enjucq,
Socie?te?
E
urope?enne,
R
e?pertoire des Socie?te?s,
2008,p.1 et suiv.,D
irk V
an G
erven and P
aul Storm ed.,T
he E
uropean C
om
pany,volum
e 1 and
 
2,2006 and 2008,M
ichel M
enjucq,Socie?te?
E
urope?enne,Juris C
lasseur,
Socie?te?s T
raite?
8
,F
asc.195
?10,2009,p.1 et suiv.,
Jacques M
estre et D
om
inique V
elardocchio,L
am
y Socie?te?s C
om
m
erciales,2009,n°5391 et suiv.,p.2523 et suiv.,P
hilippe
 
M
erle,D
roit com
m
ercial Socie?te?
com
m
erciales,13?
e?dition,2009,p.36 et suiv.
参
照
。
⒝
雑
誌
論
文
と
し
て
は
、F
rancis C
ollin et Jean-P
hilippe D
om
,
E
njeux et perspectives de la socie?te?
europe?enne,
A
ctes
 
pratiques et inge?nierie socie?taire,
novem
bre-de?cem
bre 2005,
p.4 et suiv.,
Jean-P
ierre C
atherine C
athiard,
L
es nouveaux
 
atouts de la socie?te?
europe?enne,B
ulletin Joly Socie?te?s,m
ai 2007,p.539 et suiv.,M
ichel M
enjucq,P
rem
iers pas et prem
ier
 
bilan de la SE en F
rance,R
evue des Socie?te?s,n°2,2007,p.253 et suiv.,N
oe?lle L
enoir,P
ourquoi choisir le statut de socie?te?
europe?enne
?,R
evue lam
y droit des affaires,n°17,juin 2007,p.74 et suiv.,M
ichel M
enjucq,Q
uels sont les attraits de la
 
socie?te?
europe?enne par rapport aux autres types de socie?te?s françaises
?,R
evue lam
y droit des affaires,n°17,juin 2007,
p.87 et suiv.,R
einhard D
am
m
ann et M
elanie F
ronty,P
laidoyer pour une libe?ralisation des m
odes de constitution d’une
 
socie?te?
europe?enne,
D
roit et Patrim
oine,
n°163,
octobre 2007,
p.97 et suiv.,
N
oe?lle L
enoir,
L
’avenir de la
?Societas
 
E
uropaea
?,Journal de droit europe?en
,
fe?vrier 2008,
p.33 et suiv.,
C
atherine C
athiard et P
atrick T
hourot,
L
a socie?te?
europe?enne:
bilan,
perspectives et retour d’expe?rience,
R
evue bim
estrielle lexisnexis jurisclasseur,
novem
bre-de?cem
bre,
2008,p.3 et suiv.,
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
を
解
説
す
る
も
の
と
し
て
、C
atherine C
athiard,R
apport sur la socie?te?
europe?enne:L
a socie?te?
europe?enne,
?form
e nouvelle de la citoyennete?
europe?enne a de l’avenir
?,Petites affiches,
30 m
ars 2007,
n°65,
p.4 et suiv.,
B
enoı?t
 
L
ecourt,R
apport N
oe?lle L
enoir:L
a Societas E
uropaea ou SE
,
-Pour une citoyennete?
europe?enne de l’entreprise,R
evue des
 
Socie?te?s,n°2,2007,p.429 et suiv.,C
atherine C
athiard,V
ers un assouplissem
ent du statut de la socie?te?
europe?enne
?,Journal
?
）
八
八
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
des socie?te?s,m
ai 2007,n°43,p.60 et suiv.,H
erve?
B
rillon,Socie?te?
europe?enne:les propositions du rapport L
enoir,D
roit des
 
Socie?te?s,juin 2007,p.2 et suiv.,R
oland M
ontfort and V
e?ronique D
eau,T
he E
uropean C
om
pany in F
rance:T
w
o Y
ears O
n,
International L
egal N
ew
s,23 July,2007
(available at http: //w
w
w
.im
akenew
s.com
/iln /e article000866799.cfm
?x ＝
b11,0,
w
)
参
照
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
氏
へ
の
本
報
告
書
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、N
oe?lle L
enoir,P
rem
ier bilan de la socie?te?
europe?enne,
JC
P e?dition entreprise et affaires,n°11,15 m
ars 2007,p.8 et suiv.,N
oe?lle L
enoir,R
em
ise du rapport de N
oe?lle L
enoir relatif
 
a?
l’e?valuation du statut de la socie?te?
europe?enne,G
azette du palais,21 m
ars 2007,p.4 et suiv.,N
oe?lle L
enoir,E
ntretien
 
avec N
oe?lle L
enoir,P
etites affiches,n°65,30 m
ars 2007,p.9 et suiv..
フ
ラ
ン
ス
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
立
法
を
解
説
す
る
も
の
と
し
て
、C
atherine C
athiard,
L
a socie?te?
europe?enne en droit
 
français
(1??
partie),D
roit des socie?te?s,de?cem
bre 2005,p.7 et suiv.,C
atherine C
athiard,L
a socie?te?
europe?enne en droit
 
français
(2e partie),
D
roit des socie?te?s,
janvier 2006,
p.5 et suiv.,
C
atherine C
athiard,
L
a socie?te?
europe?enne
(SE ou
 
Societas E
uropaea)
en droit français,D
e?cret n°2006
?448 du 14 avril 2006,D
roit des socie?te?s,aou?t-septem
bre,2006,p.5 et
 
suiv..
?３
）
筆
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
笹
川
敏
彦
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
設
立
｜
?
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
を
中
心
に
｜
?」
法
と
政
治
（
関
西
学
院
大
学
法
政
学
会
）
五
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
四
七
頁
以
下
（
以
下
、
合
併
方
式
と
略
す
る
）、
同
「
持
株
会
社
方
式
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
」
法
と
政
治
五
五
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
五
頁
以
下
（
以
下
、
持
株
会
社
方
式
と
略
す
る
）、
同
「
組
織
変
更
方
式
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
」
札
幌
学
院
法
学
二
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
三
頁
以
下
（
以
下
、
組
織
変
更
方
式
と
略
す
る
）、
同「
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
｜
?
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
示
唆
｜
?」札
幌
学
院
法
学
二
三
巻
二
号（
二
〇
〇
七
年
）
一
頁
以
下
、
同
「
組
織
再
編
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
制
の
特
色
｜
?
わ
が
国
法
制
と
比
較
し
て
｜
?
?上
）（
下
）」
国
際
商
事
法
務
三
五
巻
三
号
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
二
三
頁
以
下
、
四
五
〇
頁
以
下
、
同
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
成
立
ま
で
の
歩
み
」
札
幌
学
院
法
学
二
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
頁
以
下
（
以
下
、
成
立
ま
で
の
歩
み
と
略
す
る
）
等
。
?４
）R
e?glem
ent
(C
E
)
n°
2157 /2001 du C
onseil du 8 octobre 2001 relatif au statut de la socie?te?
europe?enne
(SE
),JO
C
E n°L
 
294 du 10 /11 /2001 pp.1
?21;
C
ouncil R
egulation
(E
C
)
N
o 2157 /2001 of 8 O
ctober 2001 on the Statute for a E
uropean
 
com
pany
(SE
),O
J L
294,10 /11 /2001,pp.1
?21.
?
）
九
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
?５
）D
irective 2001 /86 /C
E du C
onseil du 8 octobre 2001 com
ple?tant le statut de la socie?te?
europe?enne pour ce qui concerne
 
l’im
plication des travailleurs,
JO
C
E n°
L 294 du 10 /11 /2001 pp.22
?32;
C
ouncil D
irective 2001 /86 /E
C of 8 O
ctober 2001
 
supplem
enting the Statute for a E
uropean com
pany w
ith regard to the involvem
ent of em
ployees,O
J L 294,10 /11 /2001
 
pp.22
?32.
?６
）
本
稿
で
引
用
す
る
Ｓ
Ｅ
規
則
の
条
文
は
、
Ｅ
Ｃ
官
報
英
語
版
を
参
照
し
つ
つ
も
、
主
と
し
て
同
官
報
フ
ラ
ン
ス
語
版
か
ら
翻
訳
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
規
則
お
よ
び
労
働
者
関
与
指
令
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
野
田
輝
久
訳
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
規
則
（
Ｓ
Ｅ
規
則
）
試
訳
」
青
山
経
営
論
集
三
七
巻
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
七
一
頁
以
下
、
上
田
廣
美
「『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る
理
事
会
規
則
の
提
案
』
と
『
従
業
員
参
加
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
補
完
す
る
理
事
会
指
令
の
提
案
』」
亜
細
亜
法
学
三
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
四
七
頁
以
下
、
正
井
章
筰
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（
Ｓ
Ｅ
法
）
を
補
充
す
る
労
働
者
参
加
指
令
」
比
較
法
学
四
一
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
八
九
頁
以
下
が
あ
り
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
?７
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
（
以
下
、L
enoir,
P
rem
ier bilan,
supra.
note n°2,
p.9,
C
athiard,
R
apport,
supra.
note n°2,
p.7
参
照
）。
第
一
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
利
用
す
る
こ
と
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
共
同
事
業
に
結
集
し
よ
う
と
す
る
意
思
（affectio societatis
）
を
強
化
す
る
方
法
と
な
り
う
る
と
さ
れ
る
。
第
二
に
、
子
会
社
を
支
店
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
簡
略
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
、
適
用
さ
れ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ル
ー
ル
数
の
削
減
、
移
転
価
格
の
評
価
に
関
す
る
困
難
性
の
軽
減
、
金
融
・
保
険
セ
ク
タ
ー
等
規
制
さ
れ
る
活
動
に
お
け
る
監
督
制
度
の
軽
減
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
。
第
三
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
が
提
供
す
る
超
国
家
的
な
再
編
の
手
法
（
具
体
的
に
は
、
会
社
住
所
の
移
転
（
Ｓ
Ｅ
規
則
八
条
）
お
よ
び
超
国
家
的
合
併
（
同
二
条
一
項
、
一
七
条
以
下
））
に
よ
り
、
競
争
上
の
地
位
を
強
化
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
持
株
会
社
（SE holding
）
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
（
同
二
条
二
項
、
三
二
条
以
下
）、
ま
た
は
②
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
子
会
社
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
子
会
社
（SE filiale
）
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
（
同
三
条
二
項
）、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
簡
略
化
を
も
た
ら
し
う
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
?８
）B
enoı?t L
ecourt,M
ission d’e?valuation du statut de la socie?te?
europe?enne,R
evue des Socie?te?s,n°4,2006,p.933.
?９
）N
oe?lle L
enoir,
L
a Societas E
uropaea ou SE
,
-Pour une citoyennete?
europe?enne de l’entreprise,
L
a docum
entation
 
F
rançaise,C
ollection des rapports officiels,R
apport au garde des Sceaux,m
inistre de la Justice,2007,p.95,available at
?
）
一
〇
一
〇
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
http: //lesrapports.ladocum
entationfrancaise.fr /B
R
P
/074000236 /0000.pdf.
本
報
告
書
は
、
本
文
一
三
四
頁
お
よ
び
付
録
一
八
七
頁
の
全
三
二
二
頁
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
本
報
告
書
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
司
法
省
民
事
国
璽
局
商
法
部
司
法
官（m
agistrat au
 
bureau du droit com
m
ercial,
direction des affaires civiles et du sceau du m
iniste?re de la Justice
）
の
ロ
ナ
ン
・
ゲ
ル
ロ
（R
onan G
uerlot
）
氏
、
Ｈ
Ｅ
Ｃ
（
高
等
商
業
専
門
学
校
）
の
ミ
ル
コ
・
ア
ヤ
（M
irko H
ayat
）
提
携
教
授
（
法
お
よ
び
税
制
学
科
）、D
ebevoise
&
P
lim
pton L
L
P
の
エ
ル
ワ
ン
・
ル
・
ム
ー
ル
（E
rw
an L
e M
eur
）
弁
護
士
な
ら
び
に
同
マ
リ
ー＝
ロ
ー
ル
・
コ
ン
ベ
（M
arie-L
aure C
om
bet
）
弁
護
士
修
習
生
で
あ
る
（L
enoir,supra.note n°9,p.5
）。
?10
）
本
報
告
書
に
は
、H
E
C E
urope Institute
よ
り
英
語
訳
が
あ
る（N
oe?lle L
enoir,T
he Societas E
uropaea or SE
,T
he new E
uropean
 
com
pany,
H
E
C E
urope Institute,
2007
(available at http: //w
w
w
.debevoise.com
/files /N
ew
s /50a57d33
?f909
?48f0
?a11f
?
f7677f6f0231 /P
resentation /N
ew
sA
ttachm
ent /00003a12
?5e47
?4f1b
?9211
?04c22790ceee /R
apportN
L
enoirenversionang-
laise.pdf)
）。
?11
）
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
ル
ノ
ワ
ー
ル
氏
に
こ
の
報
告
書
の
作
成
を
依
頼
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
本
文
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
報
告
書
の
記
載
に
よ
る
と
、
ク
レ
マ
ン
元
司
法
大
臣
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
を
確
保
す
る
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
下
半
期
、
欧
州
理
事
会
の
議
長
国
の
任
期
に
フ
ラ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
は
、
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（L
enoir,supra.note n°9,p.119
）。
?12
）L
enoir,supra.note n°9,p.12.
?13
）M
ichael Stollt,
500 active E
uropean C
om
panies
(SE
),
3 /3 /2010
(available at,
http: //w
w
w
.w
orker-participation.eu /
E
uropean-C
om
pany /SE
-C
O
M
P
A
N
IE
S-N
ew
s /500-active-E
uropean-C
om
panies-SE
).
?14
）M
elinda K
elem
en,N
ew
s on E
uropean C
om
panies
(SE
),1 Septem
ber 2010,SE
E
urope netw
ork.
加
盟
国
別
の
設
立
数
を
上
位
一
〇
位
に
限
っ
て
見
る
と
、
一
位
チ
ェ
コ（
二
九
七
社
）、
二
位
ド
イ
ツ（
一
四
二
社
）、
三
位
オ
ラ
ン
ダ（
二
六
社
）、
四
位
イ
ギ
リ
ス（
二
三
社
）、
五
位
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
二
二
社
）、
六
位
フ
ラ
ン
ス
（
一
九
社
）、
七
位
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
（
各
一
六
社
）、
八
位
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
一
四
社
）、
九
位
キ
プ
ロ
ス
（
一
二
社
）、
一
〇
位
ベ
ル
ギ
ー
（
九
社
）
で
あ
る
。
?15
）L
enoir,supra.note n°9,p.12.
?16
）T
hom
as B
lanke
教
授
の
見
解
（P
ublication 2005 nr 161 of the H
ans B
o?ckler Stiftung.P
aul Storm
,T
he SE in its sixth
?
）
一
一
一
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
year:som
e early im
pressions,G
erven and Storm ed.,supra.note n°2,volum
e 2,p.10
よ
り
引
用
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
会
社
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
交
渉
す
べ
き
労
働
者
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
と
い
う
先
決
問
題
要
求
の
虚
偽
（petitio principii
）
に
陥
っ
て
い
る
と
さ
ら
に
批
判
す
る
学
説
も
あ
る
（Storm
,supra.note n°16,p.11
）。
?17
）
フ
ラ
ン
ス
の
株
式
会
社
は
、
定
款
自
治
・
株
主
間
契
約
の
余
地
が
少
な
く
、
合
弁
会
社
（
共
同
子
会
社
）
の
設
立
の
障
害
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
九
四
年
に
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
当
時
は
、
社
員
は
会
社
に
の
み
限
定
さ
れ
る
制
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
九
年
の
改
正
を
経
て
、
社
員
資
格
は
、
会
社
に
か
ぎ
る
こ
と
な
く
、
自
然
人
お
よ
び
法
人
に
拡
大
さ
れ
、
資
本
金
額
の
規
制
（
一
五
〇
万
フ
ラ
ン
以
上
）
も
な
く
な
っ
て
い
る
（
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
』（
第
三
版
、
二
〇
〇
九
年
、
有
斐
閣
）
一
二
頁
一
三
頁
）。
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
鈴
木
千
佳
子
「
会
社
組
織
お
よ
び
活
動
の
柔
軟
性
｜
?
フ
ラ
ン
ス
の
簡
易
株
式
制
会
社
に
つ
い
て
｜
?」
法
学
研
究
七
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
三
頁
以
下
、
生
田
美
弥
子
「
フ
ラ
ン
ス
簡
易
会
社
と
会
社
法
改
正
」
弥
永
真
生
ほ
か
編
『
現
代
企
業
法
・
金
融
法
の
課
題
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
四
四
頁
以
下
、
小
西
み
も
恵
「
フ
ラ
ン
ス
簡
易
株
式
組
織
会
社
に
お
け
る
法
定
代
表
者
」
法
と
政
治
五
五
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
九
頁
以
下
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
簡
易
株
式
組
織
会
社
に
お
け
る
社
員
の
共
同
決
定
」
佐
賀
大
学
経
済
論
集
三
八
巻
六
号
（
二
〇
〇
六
年
）
六
一
頁
以
下
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
簡
易
株
式
組
織
会
社
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
に
お
け
る
株
式
譲
渡
に
関
す
る
定
款
自
治
の
拡
大
と
限
界
（
一
）」
佐
賀
大
学
経
済
論
集
四
二
巻
四
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五
三
頁
以
下
等
を
参
照
。M
erle,supra.
note n°2,p.725 et suiv..
?18
）
以
下
、L
enoir,supra.note n°9,p.92.
?19
）
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
の
一
年
間
に
、
パ
リ
商
事
裁
判
所
に
お
い
て
新
規
に
登
録
さ
れ
た
会
社
数
を
み
る
と
、
株
式
会
社
が
四
二
八
社
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
二
五
六
四
社
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
一
月
の
時
点
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
株
式
会
社
は
約
一
三
万
社
で
あ
り
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
約
一
一
万
社
で
あ
る
（M
erle,supra.
note n°2,p.2
）。
?20
）
Ｓ
Ｅ
規
則
九
条
一
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
以
下
の
規
律
に
服
す
る
。
⒜
本
規
則
の
条
項
、
⒝
本
規
則
が
明
示
的
に
認
め
る
場
合
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
の
条
項
、
ま
た
は
⒞
本
規
則
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
な
い
事
項
、
も
し
く
は
部
分
的
に
の
み
規
律
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
本
規
則
に
よ
っ
て
は
規
律
さ
れ
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
?ⅰ
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
対
象
と
す
る
共
同
体
の
措
置
を
適
用
す
る
た
め
に
加
盟
国
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
法
律
の
条
項
、
?ⅱ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
そ
の
定
款
上
の
住
所
を
有
す
る
加
盟
国
の
法
制
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
に
対
し
適
用
さ
れ
る
当
該
加
盟
国
の
法
制
の
条
項
、
?ⅲ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
そ
の
定
款
上
の
住
所
を
有
す
る
加
盟
国
の
法
制
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
の
場
合
と
同
一
の
要
件
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
の
条
項
」。
?
）
一
二
一
二
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
?21
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
が
二
〇
〇
一
年
に
成
立
す
る
ま
で
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
３
）
成
立
ま
で
の
歩
み
一
頁
以
下
参
照
。
?22
）C
athiard,R
apport,supra.note n°2,p.5.
?23
）L
a loi n°2005
?842 du 26 juillet 2005 pour la confiance et la m
odernisation de l’e?conom
ie,Journal O
fficiel du 27 juillet
 
2005,p.12160.
ブ
ル
ト
ン
法
律
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
鳥
山
恭
一
「
立
法
紹
介
」
日
仏
法
学
二
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
三
三
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、
同
法
律
に
よ
る
資
本
市
場
法
制
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
鳥
山
恭
一
「
海
外
金
融
法
の
動
向
（
フ
ラ
ン
ス
）」
金
融
法
研
究
二
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
四
七
頁
以
下
を
参
照
。
?24
）D
e?cret n°
2006
?448 du 14 avril 2006 relatif a?
la socie?te?
europe?enne.
?25
）D
e?cret n°
2006
?1360 du 9 novem
bre 2006 relatif a?
l’im
plication des salarie?
dans la socie?te?
europe?enne et m
odifiant le
 
code du travail,JO 10 novem
bre 2006.
?26
）
以
上
、M
enjucq,R
e?pertoire des Socie?te?s,
supra.
note n°2,p.3,n°5.
こ
れ
ら
の
法
律
お
よ
び
デ
ク
レ
は
、
さ
ら
に
数
度
の
改
正
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
を
含
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
と
そ
の
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
検
討
を
予
定
し
て
い
る
。
?27
）78 /855 /C
E
E
指
令
と
は
、
株
式
会
社
の
合
併
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
三
指
令
を
指
す
。
同
指
令
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
山
口
幸
五
郎＝
清
原
泰
司
「
Ｅ
Ｃ
会
社
法
に
関
す
る
第
三
指
令
」『
Ｅ
Ｃ
会
社
法
』
山
口
幸
五
郎
編
著
（
同
文
舘
、
一
九
八
四
年
）
一
一
七
頁
以
下
参
照
。
?28
）
Ｓ
Ｅ
規
則
は
、
定
款
上
の
住
所
（＝
登
録
）
と
経
営
管
理
の
中
心
（＝
指
揮
の
住
所
）
が
一
致
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
「
事
実
上
の
住
所
」
の
理
論
（
本
拠
地
法
主
義
）
を
採
用
し
て
い
る
（
同
規
則
七
条
一
文
）。
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ス
ペ
イ
ン
等
の
加
盟
国
も
こ
の
立
場
に
立
つ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
加
盟
国
の
な
か
に
は
、
定
款
上
の
住
所
と
経
営
管
理
の
中
心
が
別
個
の
加
盟
国
に
存
在
し
て
も
よ
い
と
す
る
「
定
款
上
の
住
所
」
の
理
論
（
設
立
準
拠
法
主
義
）
を
採
用
す
る
国
も
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
イ
タ
リ
ア
等
が
こ
の
立
場
に
立
つ
（
本
拠
地
法
主
義
お
よ
び
設
立
準
拠
法
主
義
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
石
黒
一
憲
『
国
際
私
法
』（
第
二
版
、
新
世
社
、
二
〇
〇
七
年
）
三
八
〇
頁
以
下
、
神
前
禎＝
早
川
吉
尚＝
元
永
和
彦
『
国
際
私
法
』（
第
二
版
、
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
一
一
四
頁
以
下
、
江
頭
・
前
掲
注
（
17
）
八
九
二
頁
等
参
照
）。
開
業
の
自
由
に
関
す
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
最
近
の
判
例
は
、
事
実
上
の
住
所
の
理
論
が
適
用
さ
れ
る
加
盟
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
に
つ
き
、
そ
れ
ら
の
会
社
に
課
さ
れ
る
定
款
上
の
住
所
と
経
営
管
理
の
中
心
を
一
致
さ
せ
る
と
い
う
義
務
を
、
Ｅ
Ｃ
条
約
が
認
め
る
（
二
次
）
開
業
の
自
由
に
反
す
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
無
効
と
す
る
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。C
entros
事
件
（C
JC
E
,
C
entros L
td.
du 9 m
ars 1999,A
ffaire C
?212 /97
）、Ü
berseering
事
件
（C
JC
E
,Ü
berseering B
V du 5 novem
bre 2002,A
ffaire C
?208 /00
）、
?
）
一
三
一
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
Inspire A
rt
事
件
（C
JC
E
,Inspire A
rt du 30 septem
bre 2003,A
ffaire C
?167 /01
）、Sevic
事
件
（C
JC
E
,Sevic System
s du 13
 
de?cem
bre 2005,A
ffaire C
?411 /03
）
参
照
。
た
だ
し
、D
aily M
ail
事
件
（C
JC
E
,D
aily M
ail du 1988,A
ffaire C
?81 /87
）
お
よ
び
C
artesio
事
件
（C
JC
E
,C
artesio O
ktato?
e?s Szolga?ltato?
bt du 16 de?cem
bre 2008,A
ffaire C
?210 /06
）
対
照
。
こ
れ
ら
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
森
田
果
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
会
社
法
の
行
方
」（
一
）（
二
・
完
）
民
商
法
雑
誌
一
三
〇
巻
（
二
〇
〇
四
年
）
四
・
五
号
、
六
号
一
八
四
頁
以
下
、
一
三
五
頁
以
下
、
上
田
廣
美
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
『
開
業
の
自
由
（droit d’e?tablissem
ent
）』
の
原
則
に
関
す
る
判
例
の
変
遷
｜
?
イ
ン
ス
パ
イ
ア
・
ア
ー
ト
（Inspire A
rt L
td.
）
事
件
を
中
心
に
｜
?」『
商
法
の
歴
史
と
論
理
』（
倉
澤
康
一
郎
先
生
古
稀
記
念
）（
新
青
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
六
九
頁
以
下
、
上
田
純
子
「
会
社
法
・
関
連
立
法
の
成
果
と
国
際
会
社
法
」『
検
証
会
社
法
』（
浜
田
道
代
先
生
還
暦
記
念
）（
信
山
社
、
二
〇
〇
七
年
）
六
三
六
頁
以
下
、
上
田
純
子
「
欧
州
に
お
け
る
開
業
の
自
由
｜
?
欧
州
司
法
裁
判
所C
artesio
大
法
廷
判
決
の
検
討
｜
?」
国
際
商
事
法
務
三
七
巻
七
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
八
五
頁
以
下
等
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
報
告
書
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
に
つ
い
て
事
実
上
の
住
所
の
理
論
を
廃
止
し
て
、
定
款
上
の
住
所
の
理
論
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
す
る
（
同
規
則
七
条
の
改
正
）。
さ
ら
に
、
本
報
告
書
は
、
採
用
を
提
案
す
る
定
款
上
の
住
所
の
制
度
に
つ
い
て
そ
の
利
点
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
（
以
下
、L
enoir,
supra.
note
 
n°9,pp.123
?125
）。
第
一
に
、
同
制
度
は
、
企
業
の
結
合
よ
り
生
じ
る
会
社
に
つ
き
、
そ
の
国
籍
を
め
ぐ
る
対
立
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
第
二
に
、
同
制
度
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
簡
略
化
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
（
た
と
え
ば
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
統
括
会
社
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
、
異
な
る
加
盟
国
に
あ
る
そ
の
子
会
社
の
す
べ
て
を
同
一
の
加
盟
国
に
お
い
て
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
子
会
社
の
す
べ
て
を
同
一
の
国
家
法
規
に
服
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
）。
第
三
に
、
同
制
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
は
、
非
上
場
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
制
度
を
利
用
し
た
い
と
望
む
外
国
企
業
を
引
き
つ
け
る
手
段
と
な
り
う
る
と
す
る
。
非
上
場
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
有
す
る
経
営
の
柔
軟
性
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
有
限
責
任
会
社
（L
im
ited
）
の
制
度
と
大
い
に
競
争
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
（
後
述
第
四
章
。
た
だ
し
こ
の
柔
軟
性
に
つ
い
て
は
、
学
説
か
ら
の
批
判
も
あ
る
（
後
掲
注
（
82
）
参
照
））。
?29
）
Ｓ
Ｅ
規
則
六
九
条
ｃ
号
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
一
九
六
八
年
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
な
か
に
挿
入
さ
れ
う
る
す
べ
て
の
条
項
、
ま
た
は
加
盟
国
も
し
く
は
欧
州
理
事
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
右
条
約
を
代
置
す
る
す
べ
て
の
法
文
に
鑑
み
て
」、Ｓ
Ｅ
規
則
八
条
一
六
項
を
改
正
す
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
を
代
置
す
る
法
文
と
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
の
採
択
時
に
完
成
の
一
歩
手
前
で
あ
っ
た
「
民
事
お
よ
び
商
事
事
件
に
関
す
る
裁
判
管
轄
な
ら
び
に
裁
判
の
承
認
お
よ
び
執
行
に
関
す
る
規
則
」（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
?
条
約
と
い
う
）
を
指
す
も
?
）
一
四
一
四
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
の
と
解
さ
れ
る
（L
enoir,supra.note n°9,p.129
）。
同
規
則
は
、
民
事
お
よ
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
の
抵
触
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
そ
の
最
低
限
に
お
い
て
統
一
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
同
規
則
に
つ
き
、
中
西
康
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
?
条
約
の
規
則
化
と
そ
の
問
題
点
」
国
際
私
法
年
報
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
四
七
頁
以
下
参
照
。
ま
た
同
規
則
の
翻
訳
に
つ
き
、
中
西
康
訳
「
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
の
理
事
会
規
則
（
Ｅ
Ｃ
）
四
四
／
二
〇
〇
一
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
?
規
則
）（
上
）（
下
）」
国
際
商
事
法
務
三
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
三
一
一
頁
以
下
、
同
巻
四
号
四
六
五
以
下
）。
Ｓ
Ｅ
規
則
八
条
一
六
項
は
、
そ
の
移
転
前
に
生
じ
た
係
争
に
つ
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
住
所
を
移
転
し
た
後
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
管
轄
を
設
立
国
（pays d’origine
）
の
裁
判
所
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
書
は
、
こ
の
規
定
を
保
護
主
義
的
（protectrice
）
で
あ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
?
条
約
と
比
較
し
て
、
た
と
え
本
規
定
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
改
正
が
迅
速
に
な
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
報
告
書
は
、
欧
州
委
員
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
、「
国
際
私
法
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（F
orum
 
europe?en du droit international prive?
）
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
想
は
、
法
律
の
抵
触
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
準
拠
法
お
よ
び
管
轄
裁
判
所
に
関
す
る
加
盟
国
の
概
念
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
接
近
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
（L
enoir,
supra.
note n°9,
pp.129
?130
）。
?30
）
先
に
本
文
で
引
用
し
た
Ｓ
Ｅ
規
則
六
九
条
ｄ
号
の
文
言
は
、
や
や
複
雑
な
規
定
の
仕
方
で
あ
る
が
、
趣
旨
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
（L
enoir,supra.note n°9,p.120
）。
こ
の
問
題
は
、
後
述
第
四
章
に
お
い
て
検
討
す
る
。
?31
）L
enoir,supra.note n°9,pp.199
?120.
?32
）
前
掲
注
（
28
）
参
照
。
?33
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ま
ず
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
一
指
令
（
一
九
六
八
年
三
月
九
日
。
二
〇
〇
三
年
に
改
正
）
が
、
各
加
盟
国
の
会
社
に
対
し
、
最
低
限
の
内
容
の
公
示
を
課
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
会
社
登
記
簿
の
制
度
は
、
加
盟
国
の
数
と
同
じ
数
だ
け
存
在
し
て
お
り
、
共
同
体
に
共
通
の
会
社
登
記
簿
の
制
度
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
各
加
盟
国
の
会
社
登
記
簿
間
に
そ
の
情
報
を
交
換
す
る
制
度
も
存
在
し
な
い
。
他
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
登
録
は
、
Ｅ
Ｃ
官
報
へ
の
通
知
の
対
象
と
な
る
と
さ
れ
る（
Ｓ
Ｅ
規
則
一
四
条
一
項
）。
し
か
し
、
こ
の
Ｅ
Ｃ
官
報
へ
の
公
示
に
は
法
律
上
な
ん
ら
の
効
果
も
生
じ
さ
せ
な
い
し
、
ま
た
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
か
か
る
公
示
義
務
は
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
者
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
包
括
的
な
情
報
を
入
手
す
る
に
は
、
当
該
会
社
の
登
録
さ
れ
た
加
盟
国
の
登
記
簿
に
ア
ク
セ
ス
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
そ
こ
で
、
本
報
告
書
は
、
共
同
体
商
標
意
匠
に
関
す
る
域
内
市
場
調
和
局
（
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｍ,
O
ffice of H
arm
onisation for the
?
）
一
五
一
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
Internal M
arket
）
を
モ
デ
ル
と
す
る
集
権
化
さ
れ
た
「
会
社
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
登
記
簿
」（registre europe?en des socie?te?s
）
の
創
設
を
提
案
す
る
。
も
っ
と
も
、
同
登
記
簿
の
構
想
は
野
心
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
対
象
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
、
共
同
体
法
上
の
そ
の
他
の
団
体
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
（
Ｇ
Ｉ
Ｅ
Ｅ,
groupem
ent d’inte?re?t e?conom
ique europe?en
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
組
合
（
Ｓ
Ｃ
Ｅ,socie?te?
coope?rative europe?enne
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ,socie?te?
prive?e europe?enne
）
等
）
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
究
極
的
に
は
、
す
べ
て
の
種
類
の
会
社
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（L
enoir,
supra.
note n°9,
pp.126
?127
）。
な
お
、
同
登
記
簿
の
構
想
と
は
別
個
に
、
欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
（B
usiness R
egister Interoperability T
hroughout
 
E
urope
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
相
互
利
用
可
能
な
商
業
登
記
簿
）
の
計
画
を
開
始
し
て
い
る
。
?34
）
Ｓ
Ｅ
規
則
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
税
制
に
つ
き
、
な
ん
ら
の
規
定
も
有
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
お
よ
び
そ
の
設
立
当
事
会
社
に
つ
い
て
は
、
そ
の
登
録
国
の
税
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
報
告
書
は
、
具
体
的
に
は
、
次
の
三
点
の
提
案
を
す
る
。
第
一
に
、
法
人
税
に
関
す
る
、
共
通
課
税
ベ
ー
ス
（base com
m
une consolide?e
）
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
転
出
税
（taxe de sortie,exit
 
tax
）
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
る
（
こ
の
転
出
税
と
は
、
恒
久
的
施
設
（e?tablissm
ent stable
）
が
維
持
さ
れ
な
い
場
合
に
お
け
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
（L
enoir,2008,supra.note n°2,p.44,n°117
）。
第
三
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
を
望
む
会
社
に
対
し
て
、
適
用
さ
れ
る
税
制
に
つ
き（
た
と
え
ば
移
転
資
産
の
市
場
価
値
の
決
定
）、
関
連
国
の
課
税
庁
と
の
間
で
事
前
相
談
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
（
以
上
、
詳
し
く
は
、L
enoir,supra.note n°9,pp.128
?129
）。
?35
）
前
掲
注
（
29
）
参
照
。
?36
）
こ
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
?37
）
な
お
、
本
稿
で
は
割
愛
し
た
右
記
③
⑤
⑥
⑦
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
脚
注
に
お
い
て
簡
潔
に
言
及
し
た
。
③
に
つ
き
前
掲
注（
28
）、
⑤
に
つ
き
前
掲
注
（
33
）、
⑥
に
つ
き
前
掲
注
（
34
）、
⑦
に
つ
き
前
掲
注
（
29
）
参
照
。
会
社
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
登
記
簿
の
創
設
に
関
す
る
提
案
（
⑤
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、「『
商
業
登
記
簿
の
相
互
連
絡
』
に
関
す
る
緑
書
」（L
ivre vert sur ?
L
’interconnexion des registres du
 
com
m
erce ?
）（
欧
州
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
四
日
）
お
よ
び
「
商
業
登
記
簿
の
相
互
連
絡
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
回
答
の
総
括
」（Synthe?se des re?ponses a?
la consultation publique sur l’interconnexion des registres du com
m
erce
）（
二
〇
一
〇
年
四
月
）が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
脚
注
に
お
け
る
言
及
に
留
め
て
い
る（
前
者
を
紹
介
す
る
文
献
と
し
て
、B
enoı?t L
ecourt,
A
cce?s a?
l’inform
ation sur les socie?te?s,
R
evue des Socie?te?s,
n°4,
2009,
p.892 et
?
）
一
六
一
六
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
suiv.
が
あ
り
、
後
者
を
紹
介
す
る
文
献
と
し
て
、B
enoı?t L
ecourt,Interconnexion des registres du com
m
erce au sein de l’U
nion
 
europe?enne:large soutien des parties consulte?es lors de la consultation publique,R
evue des Socie?te?s,Juillet-A
ou?t,2010,
p.335
 
et
 
suiv.
が
あ
る
）。
こ
れ
ら
の
文
書
お
よ
び
関
連
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
欧
州
委
員
会
の
サ
イ
ト
に
お
い
て
入
手
可
能
で
あ
る
（T
he
 
interconnection of business registers,http: //ec.europa.eu /internal m
arket /com
pany /business registers /index en.htm
）。
?38
）
筆
者
の
知
り
え
た
か
ぎ
り
で
は
、
関
孝
哉
「
欧
州
会
社
法
と
主
要
欧
州
企
業
の
対
応
」
商
事
一
八
二
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
三
頁
以
下
お
よ
び
鳥
山
恭
一
「
共
同
体
法
へ
の
会
社
法
の
対
応
（
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
｜
?
会
社
法
を
共
同
体
法
に
適
合
さ
せ
る
各
種
の
規
定
を
定
め
る
二
〇
〇
八
年
七
月
三
日
の
法
律
第
六
四
九
号
」
日
仏
法
学
二
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
五
二
頁
の
み
で
あ
る
。
関
・
前
掲
注
（
38
）
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
受
容
し
た
各
加
盟
国
の
現
状
を
紹
介
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
関
・
前
掲
注
（
38
）
注
21
、
注
32
、
注
34
）。
ま
た
、
鳥
山
・
前
掲
注
（
38
）
二
五
二
頁
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
、
標
記
の
法
律
（
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ｃ
法
律
）
に
よ
る
改
正
事
項
を
紹
介
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
こ
の
改
正
が
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
の
提
案
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
。
?39
）
欧
州
委
員
会
の
改
正
作
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
後
述
第
四
章
（
４
）
参
照
。
?40
）
ル
ノ
ワ
ー
ル
氏
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
会
社
立
法
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
相
当
の
提
案
力
（force de proposition
）
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
一
九
八
五
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
利
益
団
体
（groupem
ent d’inte?re?t e?conom
ique
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
前
述
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
（
Ｇ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
）
が
創
設
さ
れ
、
ま
た
二
〇
〇
一
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
議
長
国
を
つ
と
め
た
ニ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
が
採
択
さ
れ
、
加
え
て
二
〇
〇
三
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
（A
ngela
 
M
erkel
）
現
首
相
の
提
案
に
も
と
づ
き
前
述
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
組
合
（
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
が
採
択
さ
れ
、
さ
ら
に
、
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
の
提
案
を
基
礎
と
す
る
前
述
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
）
の
提
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
さ
れ
る
（L
enoir,E
ntretien avec,supra.note
 
n°2,p.9
）。
?
）
一
七
一
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
第
二
章
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
関
す
る
提
案
⑴
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
関
す
る
提
案
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
を
紹
介
す
る
前
に
、
現
行
の
Ｓ
Ｅ
規
則
に
よ
る
規
制
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
同
規
則
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
、
①
合
併
方
式（
同
二
条
一
項
）、
②
持
株
会
社
方
式
（
同
二
項
）、
③
共
同
子
会
社
方
式
（
同
三
項
）、
④
組
織
変
更
方
式
（
同
四
項
）
の
四
つ
の
方
式
を
認
め
て
?41
）
い
る
。
超
国
家
性
（e?xtrane?ite?
）
の
要
件
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
立
方
式
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
①
合
併
方
式
の
場
合
、
当
事
会
社
（
株
式
会
社
）
は
、
少
な
く
と
も
二
個
の
会
社
が
異
な
る
加
盟
国
の
法
制
に
服
し
て
い
る
必
要
が
?42
）
あ
る
。
②
持
株
会
社
?43
）
方
式
お
よ
び
③
共
同
子
会
社
方
式
の
場
合
、
当
事
会
社
（
前
者
の
場
合
は
株
式
会
社
お
よ
び
有
限
会
社
、
後
者
の
場
合
は
協
同
組
合
を
含
む
民
法
お
よ
び
商
法
に
も
と
づ
く
会
社
な
ら
び
に
公
法
上
お
よ
び
私
法
上
の
法
人
）
は
、
少
な
く
と
も
二
個
の
会
社
が
、
⒜
異
な
る
加
盟
国
の
法
制
に
服
す
る
こ
と
、
ま
た
は
⒝
少
な
く
と
も
二
年
間
、
他
の
加
盟
国
の
法
制
に
服
す
る
子
?44
）
会
社
も
し
く
は
他
の
加
盟
国
に
存
在
す
る
支
店
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
④
組
織
変
更
方
式
の
場
合
、
当
事
会
社
（
株
式
会
社
）
は
、
少
な
く
と
も
二
年
間
、
そ
の
他
の
加
盟
国
の
法
制
に
服
す
る
一
個
の
子
会
社
を
有
す
る
必
要
が
?45
）
あ
る
。
⑵
本
報
告
書
は
、
右
の
Ｓ
Ｅ
規
則
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
の
可
能
性
を
制
限
す
る
障
害
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
制
度
が
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
制
限
的
な
要
件
を
定
め
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
と
?46
）
す
る
。
か
か
る
現
状
を
是
正
す
る
に
は
、
次
の
二
つ
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
と
さ
?47
）
れ
る
。
第
一
の
方
式
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
制
度
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
組
合
（
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
の
制
度
と
一
致
?48
）
さ
せ
、
異
な
る
加
盟
国
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
に
よ
る
、
既
存
の
会
社
を
前
提
と
し
な
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
（cre?ation ex nihilo
）
を
認
め
る
も
の
?
）
一
八
一
八
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
で
あ
る
。
第
二
の
方
式
は
、
他
の
加
盟
国
に
一
定
期
間
（
一
年
間
）
以
上
進
出
し
て
い
る
す
べ
て
の
資
本
会
社
（
そ
の
会
社
形
態
は
問
わ
な
い
。
た
と
え
ば
、
有
限
会
社
ま
た
は
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
含
む
）
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
方
式
は
、
第
一
の
方
式
よ
り
も
制
限
的
で
は
あ
る
と
さ
れ
つ
つ
も
、
本
報
告
書
は
、
第
二
の
方
式
を
採
用
す
る
と
し
て
?49
）
い
る
。
⑶
本
報
告
書
は
、
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
会
社
を
前
提
と
し
な
い
ま
っ
た
く
ゼ
ロ
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
を
認
め
る
（
第
一
の
方
式
）
の
で
は
な
く
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
へ
と
組
織
変
更
す
る
場
合
も
含
め
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
の
可
能
性
を
す
べ
て
の
資
本
会
社
に
対
し
拡
大
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
?50
）
す
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
提
案
?51
）
す
る
。
第
一
に
、
す
べ
て
の
資
本
会
社
は
、
他
の
加
盟
国
に
少
な
く
と
も
一
個
の
子
会
社
を
一
年
間
以
上
有
す
る
場
合
に
は
、
組
織
変
更
方
式
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
設
立
し
う
る
べ
き
で
あ
る（
Ｓ
Ｅ
規
則
二
条
四
項
を
改
正
。
現
行
は
二
年
間
?52
）
以
上
）。
ま
た
、
す
べ
て
の
資
本
会
社
は
、
当
事
会
社
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
二
個
の
会
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
加
盟
国
の
法
制
に
服
す
る
場
合
に
は
、
合
併
方
式
・
持
株
会
社
方
式
・
共
同
子
会
社
方
式
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
設
立
し
う
る
べ
き
で
?53
）
あ
る
（
共
同
子
会
社
方
式
の
場
合
に
は
、
子
会
社
を
有
す
る
必
要
な
し
）。
さ
ら
に
、
自
然
人
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
参
加
し
う
る
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
他
の
加
盟
国
に
少
な
く
と
も
一
個
の
子
会
社
を
一
年
間
以
上
有
す
る
す
べ
て
の
資
本
会
社
は
、
当
該
資
本
会
社
の
子
会
社
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
子
会
社
ま
た
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
持
株
会
社
へ
と
組
織
変
更
し
う
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
（
た
と
え
、
そ
の
結
果
設
立
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
子
会
社
自
体
は
、
他
の
加
盟
国
に
そ
の
子
会
社
を
有
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
可
と
?54
）
す
る
?55
））。
注
?41
）
こ
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
一
ま
た
は
複
数
の
子
会
社
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
形
式
に
お
い
て
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
（
Ｓ
Ｅ
規
則
三
条
?
）
一
九
一
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
二
項
）、
こ
の
方
式
を
含
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
方
式
を
五
方
式
と
す
る
学
説
も
あ
る（
た
と
え
ば
、M
enjucq,prem
ier pas,supra.note
 
n°2,p.255,n°6
）。
?42
）
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
に
つ
い
て
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
３
）
合
併
方
式
四
七
頁
以
下
を
参
照
。
?43
）
持
株
会
社
方
式
に
よ
る
設
立
に
つ
い
て
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
３
）
持
株
会
社
方
式
五
五
頁
以
下
を
参
照
。
?44
）
Ｓ
Ｅ
規
則
に
お
い
て
「
子
会
社
」
に
関
す
る
定
義
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
き
、C
athiard,L
es nouveaux atouts,supra.
note n°2,
p.551
参
照
。
?45
）
組
織
変
更
方
式
に
よ
る
設
立
に
つ
い
て
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
３
）
組
織
変
更
方
式
四
三
頁
以
下
を
参
照
。
?46
）
ル
ノ
ワ
ー
ル
氏
は
、
本
報
告
書
と
は
別
の
論
文
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｅ
規
則
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
の
可
能
性
を
こ
の
よ
う
に
制
限
し
て
い
る
理
由
に
つ
き
、
そ
の
加
盟
国
に
よ
る
支
配
を
逃
れ
る
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
加
盟
国
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（L
enoir,2008,supra.
note n°2,p.44
）。
?47
）L
enoir,supra.
note n°9,p.121.
?48
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
組
合
は
、
二
つ
以
上
の
加
盟
国
に
居
住
す
る
五
人
以
上
の
自
然
人
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
組
合
規
則
二
条
一
項
）。
同
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
上
田
廣
美
「
資
料
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
会
社
法
（
上
）」
亜
細
亜
法
学
三
九
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
九
巻
二
号
一
六
八
頁
、
多
木
誠
一
郎
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
組
合
法
規
則
に
関
す
る
覚
書
」
神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
六
三
号
（
二
〇
〇
六
年
）一
七
五
頁
一
七
六
頁
参
照
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、Gilbert P
arleani,L
a socie?te?
coope?rative
 
europe?enne français apre?s la loi du 3 juillet 2008,R
evue des Socie?te?s,n°3,2008,p.531 et suiv.
参
照
。
?49
）
第
一
の
方
式
を
採
用
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
に
お
い
て
、
本
報
告
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
の
方
式
を
採
る
べ
き
と
す
る
見
解
と
し
て
、D
am
m
ann et F
ronty,supra.note n°2,p.100 et suiv.
参
照
。
?50
）
た
と
え
ば
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
プ
ジ
ョ
ー
・
シ
ト
ロ
エ
ン
（P
SA
 
P
eugeot
 
C
itroe?n
）
グ
ル
ー
プ
の
意
見
も
同
趣
旨
で
あ
る
（G
illes
 
R
equillart,
C
ontribution de P
SA P
eugeot C
itroe?n,in L
enoir,supra.
note n°9,p.224 et suiv.
）。
?51
）L
enoir,supra.note n°9,p.121.
?52
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
非
上
場
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
認
め
ら
れ
た
定
款
自
治
（
株
主
間
の
関
係
を
設
計
し
う
る
。
後
述
第
四
章
⑶
）
に
鑑
み
る
と
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
へ
と
直
接
組
織
変
更
し
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
企
業
を
同
会
社
へ
と
引
き
つ
け
る
こ
と
に
?
）
二
〇
二
〇
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
な
り
う
る
と
予
測
さ
れ
る
（L
enoir,supra.
note n°9,p.111
）。
現
行
の
Ｓ
Ｅ
規
則
に
お
い
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
へ
組
織
変
更
す
る
場
合
に
は
、
当
該
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
事
前
に
株
式
会
社
へ
組
織
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
?53
）
現
行
の
Ｓ
Ｅ
規
則
の
設
立
当
事
会
社
は
、
合
併
方
式
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
の
み（
二
条
一
項
）、
持
株
会
社
方
式
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
お
よ
び
有
限
会
社
（
二
条
二
項
ａ
号
）、
共
同
子
会
社
方
式
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｃ
条
約
四
八
条
二
項
の
会
社
な
ら
び
に
公
法
上
・
私
法
上
の
法
人
（
二
条
三
項
ａ
号
）
で
あ
る
。
?54
）
現
行
の
Ｓ
Ｅ
規
則
二
条
四
項
で
は
、
こ
れ
が
必
要
と
な
る
。
?55
）
こ
の
第
二
の
提
案
は
、
ま
ず
複
数
の
加
盟
国
に
子
会
社
を
有
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
の
統
括
会
社
が
、
そ
の
子
会
社
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
す
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（L
enoir,
supra.
note n°9,
p.40
）。
次
に
、
当
該
子
会
社
に
さ
ら
に
子
会
社
（
親
会
社
で
あ
る
統
括
会
社
か
ら
み
れ
ば
孫
会
社
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
子
会
社
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
持
株
会
社
（
中
間
持
株
会
社
）
に
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
三
章
超
国
家
的
な
再
編
に
関
す
る
提
案
⑴
次
は
、
超
国
家
的
な
再
編
（coope?ration transfrontalie?re
）
と
い
う
観
点
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
中
心
的
な
役
割
で
あ
り
、
同
法
は
、
超
国
家
的
な
戦
略
の
追
求
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
の
み
正
当
化
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
目
的
の
た
め
に
利
用
し
う
る
手
段
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
?56
）
す
る
。
提
案
は
、
次
の
三
点
に
分
け
ら
れ
る
。
⑵
第
一
に
、
Ｓ
Ｅ
規
則
六
九
条
ｂ
号
が
提
示
し
た
問
題
に
応
え
る
形
で
、
同
規
則
一
七
条
二
項
に
定
め
る
合
併
概
念
を
そ
の
他
の
合
併
類
型
（type de fusion
）
に
ま
で
拡
大
す
る
べ
き
か
が
検
討
さ
れ
る
。
同
規
則
は
、
吸
収
合
併
（
同
規
則
一
七
条
二
項
ａ
号
）
お
よ
び
新
設
合
併
（
同
ｂ
号
）
の
二
種
類
の
合
併
類
型
（
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
三
指
令
三
条
一
項
お
よ
び
同
四
条
一
項
が
規
定
す
る
類
型
）
の
み
を
対
?
）
二
一
二
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
合
併
類
型
の
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
分
割
（scission
）
お
よ
び
資
産
の
一
部
出
資
（apport partiel d’ac
?57
）
tif
）
の
制
度
が
存
在
し
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
加
盟
国
（
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
）
に
お
い
て
も
合
併
に
類
似
す
る
そ
の
他
の
方
法
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
効
果
的
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
規
則
一
七
条
二
項
は
、
そ
の
合
併
の
定
義
を
「
そ
の
他
の
合
併
類
型
」
に
ま
で
拡
大
す
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て
?58
）
い
る
。
⑶
第
二
に
、
Ｓ
Ｅ
規
則
に
は
、
超
国
家
合
併
に
関
す
る
若
干
の
不
透
明
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
是
正
す
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
他
の
加
盟
国
の
会
社
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
か
否
か
を
問
わ
な
い
）
と
吸
収
合
併
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
二
〇
〇
一
年
に
同
規
則
が
成
立
す
る
よ
り
以
前
に
欧
州
委
員
会
が
提
出
し
た
同
会
社
に
関
す
る
い
ず
れ
の
提
案
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
他
の
会
社
と
吸
収
合
併
で
き
る
こ
と
を
明
示
し
て
?59
）
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
行
の
同
規
則
は
か
か
る
可
能
性
を
明
示
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
規
則
に
厳
格
な
文
言
解
釈
を
行
う
と
、
か
か
る
可
能
性
は
疑
わ
し
い
も
の
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
関
す
る
不
透
明
性
は
早
急
に
是
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
本
報
告
書
は
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
規
則
に
「
第
三
章
の
二
」（T
ittle III bis
）
と
い
う
章
を
新
?60
）
設
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
他
の
加
盟
国
の
会
社
（
こ
の
会
社
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
み
で
な
く
、
株
式
会
社
・
有
限
会
社
・
Ｓ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
す
べ
て
の
資
本
会
社
を
含
む
）
と
合
併
し
う
る
こ
と
を
明
文
を
も
っ
て
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
具
体
的
に
は
、
一
九
七
〇
年
案
と
同
様
の
明
文
規
定
を
置
く
べ
き
で
あ
る
と
?61
）
す
る
）。
か
か
る
可
能
性
を
認
め
た
場
合
に
は
、
同
規
則
の
み
で
な
く
、
労
働
者
関
与
指
令
に
つ
い
て
も
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
に
?62
）
な
る
。
⑷
第
三
に
、
実
務
で
は
、
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
に
お
い
て
、
複
数
の
国
家
法
規
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
固
有
の
困
難
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
リ
ア
ン
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
子
会
社
Ｒ
Ａ
Ｓ
と
の
合
併
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
が
、
本
報
告
書
の
付
録
に
は
、
そ
の
折
に
遭
遇
し
た
問
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
加
盟
国
に
お
い
て
は
、
?
）
二
二
二
二
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
企
業
価
値
の
決
定
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
利
用
さ
れ
、
か
つ
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
収
益
価
値
法
（E
rtragsw
ertverfahren
）
が
支
配
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
そ
の
他
の
方
法
が
使
用
さ
れ
る
。
評
価
法
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
差
異
は
、
適
用
さ
れ
る
株
式
交
換
比
率
の
決
定
に
お
い
て
重
大
な
困
難
を
引
き
起
こ
す
結
果
を
も
た
ら
し
?63
）
う
る
。
本
報
告
書
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、
理
想
と
し
て
は
、
企
業
価
値
の
算
定
に
つ
き
、
標
準
と
な
る
同
一
の
方
法
を
共
同
体
法
が
定
め
、
か
か
る
方
法
が
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
会
計
上
の
基
準
の
統
一
は
、
専
門
家
の
間
に
激
し
い
論
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
実
現
す
る
の
は
難
し
い
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
企
業
価
値
の
算
定
の
場
面
の
み
に
生
じ
る
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
同
一
の
行
為
に
対
し
て
異
な
る
国
家
法
制
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
障
害
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
?64
）
株
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
の
保
護
に
最
も
有
利
な
国
家
法
制
を
参
照
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
当
該
行
為
に
適
用
さ
れ
る
最
も
好
ま
し
い
一
個
の
国
家
法
制
を
当
事
会
社
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
?65
）
れ
る
。
こ
の
方
法
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
一
?66
）
八
条
の
改
正
を
伴
う
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
?67
）
す
る
。
注
?56
）L
enoir,supra.
note n°9,p.121.
?57
）
「
資
産
の
一
部
出
資
」
に
つ
い
て
は
、
商
法
典
の
規
定
に
よ
る
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、「
あ
る
会
社
か
ら
他
の
会
社
に
財
産
の
一
部
を
出
資
し
、
そ
の
対
価
と
し
て
出
資
口
（
持
分
）
あ
る
い
は
株
式
を
受
け
取
る
行
為
」
と
さ
れ
る
（
石
田
清
絵
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
資
産
の
一
部
出
資
｜
?
包
括
的
移
転
の
考
察
を
中
心
と
し
て
｜
?」『
比
較
会
社
法
研
究
』
奥
島
孝
康
教
授
還
暦
記
念
第
一
巻
（
一
九
九
九
年
）
五
六
七
頁
）。
わ
が
国
の
吸
収
分
割
に
相
当
す
る
概
念
の
よ
う
で
あ
る
（
分
割
は
わ
が
国
の
新
設
分
割
に
相
当
す
る
）。
詳
し
く
は
、
石
田
・
前
掲
注
（
57
）
五
六
五
頁
以
下
、
吉
田
正
之
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
株
式
会
社
の
資
産
の
一
部
出
資
」
一
橋
研
究
一
二
巻
四
号
（
一
九
八
八
年
）
一
三
一
頁
以
下
、M
erle,supra.note n°
?
）
二
三
二
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
2,p.876,n°672 et suiv.
参
照
。
?58
）L
enoir,supra.
note n°9,p.122.
フ
ラ
ン
ス
の
経
営
者
団
体
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
企
業
運
動
（M
E
D
E
F
:M
ouvem
ent des E
ntreprises D
E
 
F
rance
）
の
意
見
（É
valuation du statut de la SE et position du M
E
D
E
F
,L
enoir,supra.
note n°9,pp.204
?205
）
を
参
照
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
学
説
の
な
か
に
は
、
こ
れ
に
事
業
譲
渡
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
（W
erlauff,supra.
note n°2,p.45
）。
?59
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
一
九
五
九
年
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
大
学
の
サ
ン
ダ
ー
ス（Sanders
）教
授
が
提
唱
し
て
以
来
、
紆
余
曲
折
の
歴
史
を
有
し
、
成
立
ま
で
に
四
二
年
の
歳
月
を
要
し
た
制
度
で
あ
る
。
そ
の
間
に
は
、
欧
州
委
員
会
よ
り
一
九
七
〇
年
案
、
一
九
七
五
年
修
正
案
、
一
九
八
九
年
案
、
一
九
九
一
年
修
正
案
の
四
つ
の
法
案
が
提
案
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
本
文
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
一
九
七
〇
年
案
は
そ
の
二
六
九
条
以
下
に
お
い
て
（
早
稲
田
大
学
フ
ラ
ン
ス
商
法
研
究
会
訳
「
三
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
案
（
翻
訳
）」
国
際
商
事
法
務
二
巻
七
号（
一
九
七
四
年
）七
四
頁
以
下
参
照
）、
一
九
七
五
年
修
正
案
は
そ
の
二
六
九
条
以
下
に
お
い
て（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
案
｜
?
一
九
七
五
年
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
委
員
会
編
｜
?』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
〇
年
）
一
八
九
頁
以
下
参
照
）、
一
九
八
九
年
案
は
そ
の
一
三
一
条
に
お
い
て
（
正
井
章
筰
『
Ｅ
Ｃ
国
際
企
業
法
』（
中
央
経
済
社
、
一
九
九
四
年
）
一
二
一
頁
、
二
〇
一
頁
二
〇
二
頁
参
照
）、
一
九
九
一
年
修
正
案
は
そ
の
一
三
二
条
に
お
い
て
（
正
井
・
前
掲
書
注
（
59
）
二
八
六
頁
参
照
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
他
の
加
盟
国
の
会
社
と
合
併
し
う
る
こ
と
を
明
文
を
も
っ
て
認
め
て
い
た
。
?60
）
こ
こ
で
、
Ｓ
Ｅ
規
則
の
目
次
を
掲
げ
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
前
文
、
第
一
章
一
般
条
項
（
一
条
｜
一
四
条
）、
第
二
章
設
立
（
一
五
条
｜
三
七
条
）、
第
三
章
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
構
造
（
三
八
条
｜
六
〇
条
）、
第
四
章
個
別
計
算
書
類
お
よ
び
連
結
計
算
書
類
（
六
一
条
・
六
二
条
）、
第
五
章
解
散
・
清
算
・
支
払
不
能
お
よ
び
支
払
停
止
（
六
三
条
｜
六
六
条
）、
第
六
章
補
完
的
条
項
お
よ
び
暫
定
的
条
項
（
六
七
条
）、
第
七
章
最
終
条
項
（
六
八
条
｜
七
〇
条
）
で
あ
る
。
?61
）
一
九
七
〇
年
案
は
、
そ
の
第
一
一
章
「
合
併
」
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
と
合
併
す
る
場
合
（
同
年
案
二
六
九
条
｜
二
七
一
条
）
お
よ
び
加
盟
国
の
国
内
法
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
と
合
併
す
る
場
合
（
同
年
案
二
七
二
条
｜
二
七
四
条
）
と
に
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
規
定
し
て
い
る
（
早
稲
田
大
学
フ
ラ
ン
ス
商
法
研
究
会
・
前
掲
注
（
59
）
七
四
頁
以
下
参
照
）。
?62
）L
enoir,supra.
note n°9,p.122.
?63
）D
r.P
.H
em
eling et D
r.H
.-K
.R
ess,C
ontribution d’A
llianz SE
,in L
enoir,supra.
note n°9,p.216.
?64
）
株
主
の
保
護
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｅ
規
則
は
、
合
併
に
反
対
す
る
少
数
株
主
に
対
し
こ
れ
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
を
採
用
し
う
る
こ
と
を
加
盟
国
に
?
）
二
四
二
四
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
認
め
て
い
る（
同
規
則
二
四
条
二
項
）。
フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
の
他
の
加
盟
国
と
同
じ
く
、
合
併
に
反
対
す
る
株
主
に
対
す
る
株
式
買
取
請
求
権
と
い
う
選
択
肢
を
採
用
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
七
年
二
月
一
六
日
の
司
法
省
の
会
議
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
少
数
株
主
協
会
（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
）
の
コ
レ
ッ
ト
・
ヌ
ー
ヴ
ィ
ル
（C
olette N
euville
）
氏
は
、
も
う
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
超
国
家
合
併
に
関
す
る
特
別
多
数
決
の
ル
ー
ル
を
調
和
し
、
そ
の
要
件
を
現
行
の
三
分
の
二
よ
り
さ
ら
に
加
重
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
さ
れ
る
（L
enoir,
supra.
note n°9,p.123
）。
?65
）
ル
ノ
ワ
ー
ル
氏
は
、
別
の
論
文
に
お
い
て
、
合
併
計
画
の
な
か
に
選
択
さ
れ
る
国
家
法
制
を
定
め
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
（L
enoir,
2008,
supra.
note n°2,p.44
）。
?66
）
Ｓ
Ｅ
規
則
一
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
節﹇
合
併
方
式
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
関
す
る
規
定
｜
?
翻
訳
者
挿
入
﹈
に
お
い
て
扱
わ
れ
な
い
事
項
、
ま
た
は
本
節
が
部
分
的
に
の
み
扱
う
事
項
の
う
ち
、
本
節
に
お
い
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、合
併
方
式
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
各
当
事
会
社
は
、当
該
当
事
会
社
が
属
す
る
加
盟
国
の
株
式
会
社
の
合
併
に
適
用
さ
れ
る78 /855 /C
E
E
指
令
（
第
三
指
令
）
に
従
っ
た
法
制
に
服
す
る
も
の
と
す
る
」。
?67
）L
enoir,supra.
note n°9,pp.122
?123.
第
四
章
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
定
款
自
治
に
関
す
る
提
案
⑴
Ｓ
Ｅ
規
則
九
条
一
項（
前
掲
注（
20
））は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
規
律
す
る
基
準
の
第
二
順
位
と
し
て
、「
定
款
自
治
」（autonom
ie
 
statutaire
）
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
授
権
さ
れ
た
自
由
」（liberte?
octroye?e
）
で
あ
る
と
言
わ
?68
）
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
定
款
自
治
は
、
①
同
規
則
に
よ
っ
て
明
示
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の（
同
規
則
九
条
一
項
ｂ
号
）、
ま
た
は
、
②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
住
所
が
あ
る
加
盟
国
の
株
式
会
社
に
対
し
適
用
さ
れ
る
国
家
法
制
に
よ
っ
て
明
示
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
（
同
ｃ
号
iii
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
?
）
二
五
二
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
と
規
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
規
則
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
定
款
自
治
の
範
囲
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
と
指
摘
さ
?69
）
れ
る
。
同
規
則
に
お
け
る
定
款
自
治
の
具
体
例
と
し
て
は
、
①
監
督
機
関
（
二
層
制
）
ま
た
は
管
理
機
関
（
一
層
制
）
に
お
け
る
構
成
員
の
選
任
（
同
規
則
四
〇
条
?70
）
三
項
・
四
三
条
?71
）
二
項
）、
②
会
社
機
関
の
構
成
員
の
任
期
（
同
規
則
四
六
条
?72
）
一
項
）、
③
規
制
さ
れ
る
取
引
（convention re?glem
ente?e
）（
同
規
則
四
?73
）?74
）
八
条
）
が
、
本
報
告
書
で
は
挙
げ
ら
れ
て
?75
）
い
る
。
⑵
本
報
告
書
は
、
こ
の
よ
う
に
定
款
自
治
が
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、
そ
の
数
が
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、「
会
社
｜
契
約
」（socie?te?-contrat
）の
概
念
よ
り
も
、「
会
社
｜
制
度
」（socie?te?-institution
）の
概
念
に
よ
り
多
く
依
拠
し
て
い
る
と
?76
）
す
る
。
上
場
会
社
に
つ
い
て
は
、
株
主
・
債
権
者
保
護
の
た
め
に
、
た
し
か
に
適
正
な
形
式
主
義
（form
alism
e le?gitim
e
）
が
必
要
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
非
上
場
会
社
に
と
っ
て
は
こ
れ
を
緩
和
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と
さ
?77
）
れ
る
。
⑶
本
報
告
書
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
非
上
場
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
一
二
万
ユ
ー
ロ
未
満
の
会
社
資
本
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
四
条
?78
）
二
項
の
改
正
）。
第
二
に
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
同
様
に
、
定
款
に
も
と
づ
き
、
指
揮
の
条
件
（m
odalite?
de la direction
）
お
よ
び
指
揮
者
の
資
格
（statut
 
de dirigeant
）
を
定
め
う
る
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
を
提
案
?79
）
す
る
。
第
三
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
同
様
に
、
発
起
人
に
対
し
株
主
間
の
関
係
を
自
由
に
設
計
し
う
る
権
利
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
（
Ｓ
Ｅ
規
則
第
一
章
に
一
カ
条
を
新
設
）。
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
前
述
の
ブ
ル
ト
ン
法
律
に
よ
り
、
株
式
を
公
募
し
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
つ
き
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
同
様
に
、
株
式
の
譲
渡
自
由
性
を
制
限
す
る
条
項
を
定
め
る
う
る
選
択
肢
を
認
め
て
い
る（
商
法
典
Ｌ
二
二
九
?一
一
条
｜
Ｌ
二
二
九
?一
五
?80
）条
）。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
と
言
?81
）
わ
れ
、
本
提
案
は
、
こ
の
特
徴
を
同
規
則
に
も
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
?82
）
あ
る
。
?
）
二
六
二
六
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
注?68
）L
enoir,supra.note n°9,p.125.
?69
）L
enoir,supra.note n°9,p.59.
?70
）
Ｓ
Ｅ
規
則
四
〇
条
三
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
「
監
督
機
関
の
構
成
員
の
員
数
ま
た
は
そ
の
決
定
に
関
す
る
規
則
は
、
定
款
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
加
盟
国
は
、
そ
の
領
土
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
つ
い
て
、
監
督
機
関
の
構
成
員
の
員
数
ま
た
は
そ
の
最
大
お
よ
び
（
も
し
く
は
）
最
小
の
員
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」。
?71
）
Ｓ
Ｅ
規
則
四
三
条
二
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
「
管
理
機
関
の
構
成
員
の
員
数
ま
た
は
そ
の
決
定
に
関
す
る
規
則
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
加
盟
国
は
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
構
成
員
の
最
小
お
よ
び
最
大
の
員
数
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」。
?72
）
Ｓ
Ｅ
規
則
四
六
条
は
次
の
通
り
で
あ
る
「
会
社
機
関
の
構
成
員
は
、
定
款
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
六
年
間
を
超
え
な
い
期
間
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る
（
一
項
）。
定
款
所
定
の
制
限
が
あ
る
場
合
を
別
と
し
て
、
構
成
員
は
、
一
項
の
適
用
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
期
間
に
つ
き
、
一
ま
た
は
複
数
回
再
任
さ
れ
う
る
（
二
項
）」。
?73
）
Ｓ
Ｅ
規
則
四
八
条
は
次
の
通
り
で
あ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
は
、
二
層
制
に
お
い
て
は
、
監
督
機
関
に
よ
っ
て
指
揮
機
関
に
承
認
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
種
類
の
取
引
を
、
ま
た
は
一
層
制
に
お
い
て
は
、
管
理
機
関
の
明
示
的
な
決
定
を
必
要
と
す
る
種
類
の
取
引
を
列
挙
す
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
加
盟
国
は
、
二
層
制
に
お
い
て
監
督
機
関
自
体
が
特
定
の
種
類
の
取
引
を
そ
の
承
認
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る（
一
項
）。
加
盟
国
は
、
そ
の
領
土
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
に
お
い
て
最
低
限
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
種
類
の
取
引
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
項
）」。
?74
）
「
規
制
さ
れ
る
取
引
」
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。
規
制
さ
れ
る
取
引
と
は
、
わ
が
国
の
利
益
相
反
取
引
（
会
三
五
六
条
一
項
二
号
三
号
・
三
六
五
条
）
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
監
督
機
関
ま
た
は
管
理
機
関
の
承
認
を
要
す
る
取
引
を
定
款
で
定
め
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
同
国
に
登
録
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
に
は
、
株
式
会
社
に
関
す
る
「
規
制
さ
れ
る
取
引
」
に
つ
い
て
の
規
定
（
商
法
典
Ｌ
二
二
五
?三
八
条
｜
Ｌ
二
二
五
?四
二
条
お
よ
び
Ｌ
二
二
五
?八
六
条
｜
Ｌ
二
二
五
?九
〇
条
）
と
同
様
の
規
律
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る（
商
法
典
Ｌ
二
二
九
?七
条
六
項
）。
し
か
し
、
こ
の
Ｌ
二
二
九
?七
条
六
項
は
、
Ｌ
二
二
五
?三
五
条
お
よ
び
Ｌ
二
二
五
?六
八
条
を
準
用
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
規
定
が
定
め
る
と
こ
ろ
の
取
締
役
会
ま
た
は
監
査
役
会
の
事
前
の
許
可
に
服
す
る
債
務
保
証（caution
）、
手
形
保
?
）
二
七
二
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
証
（aval
）
お
よ
び
担
保
設
定
（garantie
）
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
の
か
不
明
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
実
務
で
は
慎
重
を
期
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
に
お
い
て
も
、
株
式
会
社
に
関
す
る
Ｌ
二
二
五
?三
五
条
お
よ
び
Ｌ
二
二
五
?六
八
条
と
同
様
の
条
項
を
定
め
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
（C
athiard,L
es nouveaux atouts,
supra.
note n°2,
pp.552
?553
）。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
規
制
さ
れ
る
取
引
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
加
藤
徹
「
取
締
役
の
自
己
取
引
と
フ
ラ
ン
ス
新
会
社
法
」
企
業
法
研
究
二
〇
一
輯
（
一
九
七
二
年
）
四
〇
頁
以
下
、
早
稲
田
大
学
フ
ラ
ン
ス
商
法
研
究
会
「
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
（
五
）」
早
稲
田
法
学
四
九
巻
一
号
（
一
九
七
三
年
）
五
二
九
頁
以
下
、
田
村
詩
子
『
取
締
役
・
会
社
間
の
取
引
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
六
年
）
二
八
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
運
動
（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）
の
評
価
（É
valuation du statut de la SE et position du M
E
D
E
F
,in L
enoir,supra.
note n°9,pp.206
?207
）
も
参
照
。
?75
）L
enoir,supra.note n°9,p.125.
?76
）
こ
れ
ら
の
二
つ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
早
稲
田
大
学
フ
ラ
ン
ス
商
法
研
究
会
・
前
掲
注
（
74
）
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
（
五
）
四
四
九
頁
｜
五
〇
〇
頁
参
照
。
詳
し
く
は
、M
erle,supra.note n°2,p.39 et suiv.
参
照
。
二
つ
の
概
念
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
統
合
す
る
必
要
で
あ
る
と
す
る
（M
erle,supra.
note n°2,p.40,n°23
）。
?77
）
こ
の
よ
う
に
、
経
営
に
関
す
る
柔
軟
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
閉
鎖
会
社
を
対
象
と
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
会
社
」（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
）
の
提
案
へ
発
展
し
た
と
さ
れ
る
。本
文
で
以
下
述
べ
る
、非
上
場
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
対
象
と
す
る
Ｓ
Ｅ
規
則
の
緩
和
に
関
す
る
提
案
と
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
会
社
に
関
す
る
提
案
は
、
同
一
の
動
機
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（L
enoir,supra.note n°9,p.125
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
会
社
の
提
案
は
、P
roposition de re?glem
ent du C
onseil retatif au statut de la socie?te?
prive?e europe?enne,C
O
M
(2008)
396,25
 
juin 2008.
同
提
案
の
解
説
と
し
て
、
久
保
寛
展「
中
小
企
業
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
有
限
会
社
｜
?
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
会
社（Societas
 
P
rivata
 
E
uropaea-SP
E
）
規
則
案
に
つ
い
て
｜
?」
福
岡
大
学
法
学
論
叢
五
五
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
九
頁
以
下
、B
enoı?t
 
L
ecourt,
Synthe?se des re?ponses a?
la consultation sur la socie?te?
prive?e europe?enne,
R
evue des socie?te?s,
2008,
n°1,
p.204 et suiv.,
B
enoı?t L
ecourt,C
onfe?rence sur la socie?te?
prive?e europe?enne,R
evue des socie?te?s,2008,n°2,p.437 et suiv.
参
照
。
?78
）
現
行
の
Ｓ
Ｅ
規
則
四
条
二
項
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
引
受
済
資
本
は
、
少
な
く
と
も
一
二
万
ユ
ー
ロ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
?79
）
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
会
社
の
指
揮
の
条
件
を
自
由
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
（
商
法
典
Ｌ
二
二
七
?五
条
）、
た
と
え
ば
、
指
揮
者
の
選
任
・
解
任
の
条
件
、
指
揮
者
の
数
、
任
用
期
間
、
報
酬
の
形
式
、
権
限
等
を
定
款
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
小
西
・
前
掲
注
（
17
）
二
〇
〇
四
年
?
）
二
八
二
八
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
一
三
頁
）。
ま
た
、
指
揮
者
の
資
格
に
つ
い
て
も
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
で
は
、
た
と
え
ば
社
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
特
殊
技
能
を
要
す
る
旨
、
自
然
人
で
あ
る
場
合
の
年
齢
制
限
等
を
定
款
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
鈴
木
・
前
掲
注
（
17
）
一
二
八
頁
）。
?80
）
株
式
の
譲
渡
自
由
性
を
制
限
す
る
条
項
と
は
、
具
体
的
に
言
う
と
、
た
と
え
ば
、
一
〇
年
を
超
え
な
い
期
間
の
株
式
の
譲
渡
禁
止
を
定
め
る
条
項
（
商
法
典
Ｌ
二
二
九
?一
一
条
）、
合
併
・
分
割
等
（
同
Ｌ
二
二
九
?一
三
条
二
項
）
を
含
む
支
配
権
の
変
更
が
生
じ
る
場
合
（
同
Ｌ
二
二
九
?一
三
条
一
項
）
に
お
け
る
除
名
条
項
、
同
様
の
場
合
に
お
け
る
非
金
銭
的
権
利
の
停
止
条
項
（
同
Ｌ
二
二
九
?一
二
条
）
等
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
し
く
は
、M
enjucq,prem
ier pas,supra.
note n°2,pp.278
?279,n°84
?85,M
enjucq,R
e?pertoire des Socie?te?s,supra.note n°2,p.15,n°
67 et suiv.,C
ollin et D
om
,supra.note n°2,p.13 et suiv.
参
照
。
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
小
西
・
前
掲
注
（
17
）
二
〇
〇
九
年
五
三
頁
以
下
に
詳
し
い
。
?81
）L
enoir,supra.note n°9,p.59.
?82
）
も
っ
と
も
、
商
法
典
Ｌ
二
二
九
?一
一
条
｜
Ｌ
二
二
九
?一
五
条
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
規
定
の
有
効
性
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｅ
規
則
は
、
そ
も
そ
も
株
主
間
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
定
款
自
治
を
認
め
て
お
ら
ず
、
ま
た
か
か
る
内
容
の
選
択
肢
を
加
盟
国
に
対
し
て
も
認
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、株
式
会
社
に
適
用
さ
れ
る
法
規
に
反
す
る
内
容
の
こ
の
よ
う
な
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
効
性
に
異
論
の
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
同
規
則
六
九
条
ｄ
号
は
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
提
案
で
あ
る
（C
ollin et D
om
,supra.note n°2,p.14
））。
し
た
が
っ
て
、
実
務
に
お
い
て
は
、
か
か
る
規
定
を
利
用
す
る
の
は
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
先
決
問
題
（question pre?judicielle
）
と
し
て
提
起
さ
れ
る
場
合
に
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が
こ
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
指
摘
さ
れ
る
（C
athiard,L
es nouveaux atouts,supra.note n°2,p.552,C
athiard,en droit français
(1??
partie),
supra.note n°2,p.12
）。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、C
ollin et D
om
,supra.note n°2,pp.13
?15
参
照
。
こ
の
規
定
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ン
ジ
ェ
（B
ranger
）
議
員
の
書
面
に
よ
る
質
問
（Q
uestion e?crite n°24838 de M
.
Jean-G
uy
 
B
ranger,sur la validite?
des clauses de changem
ent de contro?le dans les statuts d’une socie?te?
europe?enne,JO Se?nat du
 
19 octobre 2006,p.2635
）
お
よ
び
ラ
シ
ョ
（L
achaud
）
議
員
の
質
問
（Q
uestion n°108501 de M
.Y
van L
achud sur la la validite?
des clauses de changem
ent de contro?le dans les statuts d’une socie?te?
europe?enne qui ne fait pas appel public a?
l’e?pargne,
JO du 31 octobre 2006,p.11207
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
質
問
へ
の
回
答
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
?
）
二
九
二
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
第
五
章
お
わ
り
に
⑴
以
上
、
本
稿
で
は
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
の
う
ち
、
Ｓ
Ｅ
規
則
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
、
②
超
国
家
的
な
再
編
、
③
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
定
款
自
治
に
関
す
る
提
案
を
中
心
に
検
討
し
た
。
⑵
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
自
体
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
付
録
を
含
め
る
と
三
〇
〇
頁
を
超
え
る
濃
密
な
内
容
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
利
害
関
係
者
（
企
業
・
関
連
官
庁
・
労
働
組
合
・
欧
州
委
員
会
・
法
律
実
務
家
）
と
の
間
の
徹
底
的
な
協
議
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
?83
）
い
る
。
加
え
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
同
法
の
改
正
案
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
同
法
を
柔
軟
化
し
、
か
つ
フ
ラ
ン
ス
法
を
Ｓ
Ｅ
規
則
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
?84
）
あ
り
、
実
務
家
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
手
続
の
軽
減
に
腐
心
し
、
定
款
自
治
の
拡
大
を
望
む
企
業
の
期
待
に
も
よ
く
応
え
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
?85
）
れ
る
。
⑶
こ
こ
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
提
案
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て
は
、
①
⒜
組
織
変
更
方
式
の
当
事
会
社
の
適
用
対
象
を
、
他
の
加
盟
国
に
少
な
く
と
も
一
個
の
子
会
社
を
一
年
間
以
上
有
す
る
す
べ
て
の
資
本
会
社
へ
と
拡
大
す
る
こ
と（
Ｓ
Ｅ
規
則
二
条
四
項
?86
）
関
係
）、
⒝
す
べ
て
の
資
本
会
社
は
、
当
事
会
社
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
二
個
の
会
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
加
盟
国
の
法
制
に
服
す
る
場
合
に
は
、
合
併
方
式
・
持
株
会
社
方
式
・
共
同
子
会
社
方
式
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
設
立
し
う
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
⒞
自
然
人
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
に
参
加
し
う
る
こ
と
、
②
他
の
加
盟
国
に
少
な
く
と
も
一
個
の
子
会
社
を
一
年
間
以
上
有
す
る
す
べ
て
の
資
本
会
社
は
、
当
該
資
本
会
社
の
子
会
社
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
子
会
社
ま
た
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
持
株
会
社
へ
と
組
織
変
更
し
う
る
こ
と
（
同
規
則
二
条
三
項
ｂ
号
関
係
）
が
提
案
さ
れ
た
（
第
二
章
）。
?
）
三
〇
三
〇
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
次
に
、
超
国
家
的
な
再
編
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て
は
、
①
合
併
の
定
義
を
そ
の
他
の
合
併
類
型
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
（
Ｓ
Ｅ
規
則
一
七
条
二
項
関
係
）、
②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
他
の
加
盟
国
の
会
社
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
）
と
合
併
し
う
る
こ
と
を
明
文
を
も
っ
て
認
め
る
こ
と
（
同
規
則
に
第
三
章
の
二
を
新
設
）、
③
第
三
者
（
株
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
）
の
保
護
に
留
意
し
つ
つ
、
す
べ
て
の
行
為
に
適
用
さ
れ
る
単
一
の
国
家
法
制
の
選
択
を
当
事
会
社
に
認
め
る
こ
と
で
、
当
事
者
自
治
を
強
化
す
る
こ
と
（
同
規
則
一
八
条
関
係
）
が
提
案
さ
れ
た
（
第
三
章
）。
さ
ら
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
定
款
自
治
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
非
上
場
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
つ
い
て
、
①
一
二
万
ユ
ー
ロ
未
満
の
会
社
資
本
の
創
設（
Ｓ
Ｅ
規
則
四
条
二
項
関
係
）、
②
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
同
様
に
、
定
款
に
も
と
づ
き
、
指
揮
の
条
件
お
よ
び
指
揮
者
の
資
格
を
定
め
う
る
可
能
性
を
認
め
る
こ
と（
同
規
則
第
一
章
に
一
ヶ
条
を
新
設
）、
③
フ
ラ
ン
ス
法
と
同
様
に
、
発
起
人
に
対
し
株
主
間
の
関
係
を
自
由
に
設
計
し
う
る
権
利
を
導
入
す
る
こ
と
（
右
と
?87
）
同
じ
）
が
提
案
さ
れ
た
（
第
?88
）
四
章
）。
⑷
も
っ
と
も
前
述
の
よ
う
に
、
本
稿
で
検
討
し
た
改
正
案
を
含
め
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
は
、
あ
く
ま
で
も
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
（
Ｓ
Ｅ
規
則
六
九
条
）
は
、
現
在
、
作
成
中
で
?89
）
あ
る
。
欧
州
委
員
会
は
、
そ
の
準
備
作
業
と
し
て
、
ま
ず
、
①
ア
ー
ン
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
ヤ
ン
グ
弁
護
士
会
社
（E
rnst
&
Y
oung Socie?te?
d’avocats
）に
委
託
し
、
同
会
社
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
施
行
お
よ
び
影
響
に
関
す
る
?90
）
研
究
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
外
部
研
究（external study
）を
公
表
し
て
い
る
。
次
に
、
欧
州
委
員
会
は
、
②
右
の
外
部
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
検
証
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
評
価
に
関
す
る
さ
ら
な
る
情
報
を
入
手
す
る
た
め
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
三
日
、
利
害
関
係
者
す
べ
て
に
対
し
、
諮
問
を
行
っ
た（
同
五
月
二
三
日
?91
）
ま
で
）。
さ
ら
に
、
欧
州
委
員
会
は
、
③
同
五
月
二
六
日
、
ブ
ル
ッ
セ
ル
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
協
議
会
）
を
行
っ
て
?92
）
い
る
。
こ
れ
ら
の
外
部
研
究
、
諮
問
手
続
お
よ
び
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
欧
州
委
員
会
が
現
在
行
っ
て
い
る
同
法
の
適
用
お
よ
び
有
効
性
に
関
?
）
三
一
三
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
す
る
分
析
の
一
環
で
あ
り
、
か
か
る
成
果
が
来
る
べ
き
同
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
に
反
映
さ
れ
る
と
さ
?93
）
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
扱
っ
た
改
正
案
が
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
Ｓ
Ｅ
規
則
の
現
実
の
改
正
作
業
の
な
か
で
ど
の
程
度
実
現
さ
れ
る
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
前
述
の
よ
う
に
（
第
一
章
（
３
）（
ニ
））、
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｕ
の
会
社
立
法
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
提
案
力
を
考
え
る
と
、
一
定
の
影
響
力
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
?94
）
ろ
う
。
⑸
本
稿
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
に
向
け
た
活
動
の
?95
）
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
活
動
を
紹
介
し
た
。
今
後
も
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
報
告
書
に
お
け
る
改
正
案
を
意
識
し
つ
つ
、
右
の
外
部
研
究
お
よ
び
予
定
さ
れ
る
欧
州
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
を
検
討
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
同
法
の
改
正
に
関
す
る
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
注
?83
）C
athiard,R
apport,supra.note n°2,p.8.
?84
）
こ
の
点
は
、
別
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
い
て
の
改
正
案
に
関
わ
る
指
摘
で
あ
る
。
?85
）C
athiard,R
apport,supra.note n°2,p.8.
?86
）
以
下
、L
enoir,supra.note n°9,p.132
の
表
（T
ableau synthe?tique des propositions du rapport sur le droit com
m
unautaire
）
に
依
拠
し
、
括
弧
内
に
お
い
て
各
々
の
提
案
が
改
正
を
予
定
す
る
現
行
の
Ｓ
Ｅ
規
則
の
条
文
を
記
す
。
現
行
の
Ｓ
Ｅ
規
則
に
該
当
す
る
条
文
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
前
記
の
表
の
記
述
に
従
い
、
新
設
さ
れ
る
べ
き
旨
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
?87
）
こ
の
提
案
は
、
後
述
の「
外
部
研
究
」で
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
一
〇
条
の
項
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る（Study on the operation and the im
pacts
 
of the Statute for a E
uropean C
om
pany,infra.
note n°90,pp.280
?281
）。
?88
）
そ
の
他
、
本
稿
で
は
詳
細
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
提
案
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
37
）
お
よ
び
そ
こ
で
引
用
し
た
脚
注
を
参
照
。
?89
）R
eview of the Statute on the E
uropean C
om
pany
(SE
),
http: //ec.europa.eu /internal m
arket /com
pany /se /index en.
htm
.
?
）
三
二
三
二
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
?90
）Study on the operation and the im
pacts of the Statute for a E
uropean C
om
pany
(SE
)
(2009),2008 /S144
?192482,final
 
report,
9 D
ecem
ber 2009
(http: //ec.europa.eu /internal m
arket /consultations /docs /2010 /se /study SE 9122009 en.pdf.).
こ
の
研
究
の
主
た
る
目
的
は
、
①
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
Ｅ
Ｅ
Ａ
加
盟
二
五
カ
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
関
連
法
制
に
関
す
る
写
像
（m
apping
）
を
提
示
す
る
こ
と
、
②
既
存
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
目
録
（inventory
）
を
作
成
す
る
こ
と
、
③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
設
立
し
た
・
あ
る
い
は
設
立
し
な
か
っ
た
主
た
る
動
機（driver
）を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
主
た
る
傾
向
お
よ
び
実
務
上
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
有
効
性
に
焦
点
を
当
て
た
分
析
的
な
結
論
（analytical conclusion
）
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
（ibid.,p.19
）。
本
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
も
提
案
し
て
お
り
（ibid.,pp.277
?288
）、
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
研
究
は
、
本
編
の
み
で
全
二
九
三
頁
を
数
え
、二
つ
の
付
録
お
よ
び
一
つ
の
概
要
報
告
書（factsheet
）か
ら
構
成
さ
れ
る
。本
研
究
の
解
説
と
し
て
は
、Benoı?t L
ecourt,R
evue
 
des socie?te?s,juillet-aou?t,2010,p.338 et suiv.
が
あ
る
。
?91
）
質
問
表
、
六
九
の
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
の
内
容
お
よ
び
そ
の
回
答
内
容
の
分
析
が
、
前
掲
注
（
89
）
の
欧
州
委
員
会
の
サ
イ
ト
に
お
い
て
入
手
可
能
で
あ
る
。
?92
）C
onference on the Statute for a E
uropean C
om
pany
(SE
)-B
russels,26 M
ay,2010.
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
ビ
デ
オ
録
画
も
ま
た
、
前
掲
注
（
89
）
の
欧
州
委
員
会
の
サ
イ
ト
に
お
い
て
入
手
可
能
で
あ
る
。
?93
）R
eview of E
uropean C
om
pany Statute
-
F
requently A
sked Q
uestions,M
E
M
O
/10 /97,B
russels,23 M
arch 2010
(http: //
europa.eu /rapid /pressR
eleasesA
ction.do?reference ＝
M
E
M
O
/10 /97&
form
at ＝
H
T
M
L
&
aged ＝
0&
language ＝
E
N
&
guiL
anguage ＝
en).
?94
）
た
と
え
ば
、
前
述
の
外
部
研
究
を
見
る
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
フ
ラ
ン
ス
の
提
案
の
多
く
に
つ
い
て
、
同
研
究
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
あ
る
い
は
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
（
見
解
の
指
摘
に
留
ま
る
も
の
も
あ
る
）（Study on the operation and the
 
im
pacts of the Statute for a E
uropean C
om
pany,supra.
note n°90,p.277 et suiv.
）。
?95
）
こ
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｅ
規
則
を
補
完
す
る
労
働
者
関
与
指
令
に
つ
い
て
は
、
同
指
令
一
五
条
の
要
請
に
も
と
づ
き
、
同
じ
く
改
正
案
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
、
す
で
に
同
指
令
の
適
用
状
況
を
再
検
討
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
公
表
し
て
い
る
（C
om
m
unication de la com
m
ission relative au re?exam
en de la directive 2001 /86 /C
E du C
onseil du 8 octobre 2001
 
com
ple?tant le statut de la Socie?te?
europe?enne pour ce qui concerne l’im
plication des travailleurs,
30 se?ptem
bre 2008,
?
）
三
三
三
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
七
巻
一
号
）
C
O
M
(2008)591 final
）。
し
か
し
、
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
同
指
令
の
適
用
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
た
め
実
際
上
の
経
験
が
不
足
し
て
お
り
、
同
指
令
の
改
正
案
を
提
示
す
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
後
も
継
続
し
て
検
討
す
る
一
方
で
、
Ｓ
Ｅ
規
則
が
再
検
討
さ
れ
る
二
〇
〇
九
年
末
に
は
、
同
規
則
と
共
に
、
同
指
令
を
再
検
討
し
、
そ
の
改
正
案
を
提
示
し
た
い
と
の
意
向
が
記
さ
れ
て
い
る
（
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
５
。）。
﹇
二
〇
一
〇
年
九
月
脱
稿
﹈
＊
本
稿
は
、
平
成
二
〇
年
度
（
二
〇
〇
八
年
）
札
幌
学
院
大
学
研
究
促
進
奨
励
金
（
個
人
研
究SG
U
?S08
?204215
?09
）
の
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た
研
究
で
あ
る
。
?
）
三
四
三
四
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
改
正
案
（
笹
川
敏
彦
）
